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本書について

安全メ ッ セージ

安全記号の構成、 用語、 色は、 ANSI Z535.6 （「製品マニュ アル、 取扱説明書、 およびその他の付
属書類に関する製品安全情報」） 規格に準拠し ます。

シンボル

安全メッセージの構成 意味

危険!

原因（/ 影響）
安全 メ ッ セージに留意し な
かった場合の影響
‣ 対処策

危険な状況を警告する記号です。
この状況を回避でき なかった場合、 重傷または致命傷に
つながります。

警告!

原因（/ 影響）
安全 メ ッ セージに留意し な
かった場合の影響
‣ 対処策

危険な状況を警告する記号です。
この状況を回避でき なかった場合、 重傷または致命傷に
つながる恐れがあ り ます。

注意!

原因（/ 影響）
安全 メ ッ セージに留意し な
かった場合の影響
‣ 対処策

危険な状況を警告する記号です。
この状況を回避でき なかった場合、 軽傷または中程度のけが
を負 う 恐れがあ り ます。

注記
原因 / 状況
安全 メ ッ セージに留意し な
かった場合の影響
‣ 対処策 / 注意事項

この記号は、 物的損害を も た らす可能性のあ る状況を警告す
る ものです。

追加情報、 ヒ ン ト

許可または推奨

禁止または推奨されない
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1 基本安全注意事項

1.1 作業員の要件

‣ 計測システムの設置、設定、操作、保守は、訓練を受けた技術作業員のみが行なって く ださい。
‣ 技術者は施設責任者から特定作業の実施許可を受ける必要があ り ます。
‣ 電気接続は、 電気技術者以外は実施し ないで く ださい。
‣ 技術者は取扱説明書を熟読、 理解の上、 その内容を順守し なければな り ません。
‣ 測定点のエラーを修正でき るのは、 許可を受け、 訓練を受けた専門作業員だけに限られます。

同梱の本取扱説明書に記載されていない修理については、Endress+Hauser のサービ ス部門に
おいてのみ実施可能です。

1.2 用途

Liquisys M は pH 値 / 酸化還元電位 （ORP） を測定するための変換器です。

本変換器は特に以下の用途に適し ています。
• 化学工業分野
• 医薬工業分野
• 食品工業分野
• 飲用水処理
• 復水処理
• 都市の水再生セン ター
• 水処理
• 電気めっ き

作業員および計測システム全体の安全性を損な う ため、 本書に記載された用途以外でのご使用は
でき ません。
不適切な使用または指定外の使用よ り 生じ る損害につき ま し ては、 当社は責任を負いかねます。

1.3 作業場所の安全

ユーザには、 以下の安全条件を遵守する責任があ り ます ：
• 防爆規則
• 設置方法
• 各地域の規制および法律

電磁適合性
本機器は適用される工業用の欧州規格に従い、 電磁適合性に関する検査を受けています。
この電磁適合性は、 本取扱説明書の指示に従って接続された機器に対し てのみ有効です。

1.4 操作上の安全性

‣ 全測定点の設定を実施する前に、 すべての接続が正しいか確認し て く ださ い。 電気ケーブル
およびホース接続のが損傷し ていないこ と を確認し ます。

‣ 損傷のあ る製品での運転は行なわず、意図せずに使用されないよ う 防止策を講じ て く ださい。
損傷のあ る製品には、 「故障」 と明記し て く ださい。

‣ 不具合が改善されない場合は、 誤って設定されないよ う 製品を取 り 外し て く ださい。
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1.5 製品の安全性

本製品は、 最新の安全要件に適合する よ う に設計および検査されて、 安全に操作でき る状態で工
場よ り 出荷されます。 関連法規および欧州規格に準拠し ます。

1.6 電気記号

%
直流（DC）
DC が印加される または DC が流れる端子

&
交流（AC）
（正弦） AC が印加される または AC が流れる端子

)
アース接続
ユーザから見てアース系を用いてすでに接地されている端子

*
保護接地端子
他の接続を行な う 前に接地する必要があ る端子

クラス II（絶縁）機器
二重絶縁

b
アラームリレー

入力

出力

DC 電源

温度センサ
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2 納品内容確認および製品識別

2.1 納品内容確認

‣ パッ ケージに損傷がないこ と を確認し て く ださい。
‣ パッ ケージに損傷があ る場合は、 納入業者にお知らせ く ださい。

問題が解決する までは、 損傷し たパッ ケージを取っておいて く ださい。
‣ 内容物に損傷がないこ と を確認し て く ださい。
‣ 内容物の損傷については、 納入業者にお知らせ く だ さ い。 問題が解決する までは、 損傷し た

内容物を取っておいて く ださい。
‣ 納入品に不足し ている ものがな く 、 出荷書類 と一致する こ と を確認し て く ださい。
‣ 製品を保管または輸送に使用するパッ ケージの材質は、 衝撃および湿度か ら保護でき る もの

にする必要があ り ます。 元のパッ ケージを用いる と、 最適に保護する こ と ができ ます。 さ ら
に、 適格周囲条件を保って く ださい ( 「技術データ」 参照 )。

‣ ご質問については、 Endress+Hauser 営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださ い。

2.2 納入範囲

納入される屋外設置型機器には以下のものが含まれます。
• CPM253 変換器 1 台
• 差込み型ねじ止め端子 1 個
• PG7 ケーブルグ ラ ン ド 1 個
• PG16 ケーブルグ ラ ン ド 1 個
• PG13.5 ケーブルグ ラ ン ド 2 個 
• 取扱説明書 BA00194C 1 式
• 取扱説明書 1 式
• HART 通信バージ ョ ン ：

HART 通信取扱説明書 BA00208C 1 式
• PROFIBUS 通信バージ ョ ン ：

PROFIBUS PA/ DP 通信取扱説明書 BA00209C 1 式

納入されるパネルマウ ン ト 型機器には以下のものが含まれます。
• CPM223 変換器 1 台
• 差込み型ねじ止め端子 1 個
• 固定ク リ ッ プ 2 個
• BNC プラ グ 1 個 （はんだ付けな し）
• 取扱説明書 BA00194C 1 式
• 取扱説明書 1 式
• HART 通信バージ ョ ン ：

HART 通信取扱説明書 BA00208C 1 式
• PROFIBUS 通信バージ ョ ン ：

PROFIBUS PA/ DP 通信取扱説明書 BA00209C 1 式

ご質問があ る場合は、 各供給業者または販売店にお問い合わせ く ださい。
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2.3 製品識別

2.3.1 銘板

銘板には以下の情報が明記されています。
• 製造者データ
• オーダーコード
• 拡張オーダーコード
• シ リ アル番号
• 動作条件
• 安全記号

銘板のオーダーコード と発注時の仕様を比較確認し て く ださい。

2.3.2 製品の識別

お使いの機器のオーダーコード と シ リ アル番号は、 以下に明記されています。
• 銘板
• 納品書類

ご使用中の機器バージ ョ ンを確認するには、 銘板に記載されたオーダーコード を次のア ド レ
スの検索画面に入力し て く ださ い。 www.products.endress.com/order-ident

2.4 認証と認定

2.4.1 CE マーク

適合宣言
本製品は欧州整合規格の要求事項に適合し ています。 し たがって、 EC 指令の法的要件にも準拠
し ています。
製造業者は 4 マーク を付ける こ と で製品検査に合格し ている こ と を証明し ています。

2.4.2 CSA 一般仕様

CSA 一般仕様
以下に示す製品は、 「C」 および 「US」 表示付きの CSA マーク を貼付する資格があ り ます。

バージョン 認定

CPM253-..2...

CPM253-..3...

CPM253-..7...

カナダおよび米国用の CSA マーク

CPM223-..2...

CPM223-..3...

CPM223-..7...

カナダおよび米国用の CSA マーク
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3 設置

3.1 取付設置に関する ク イ ッ クガイ ド

以下に従って測定点を完全に設置し て く ださい。

• 変換器を取 り 付けます （「取付設置説明」 参照）。
• センサがまだ測定点に取 り 付け られていない場合は取 り 付けます （「センサの技術情報」 参照）。
• 「電気接続」 で説明されている とお り 、 センサを変換器に接続し ます。
• 「電気接続」 で説明されている とお り 、 変換器を接続し ます。
• 「設定」 で説明されている とお り 、 変換器を設定し ます。

3.1.1 計測システム

計測システム一式には、 以下のものが含まれます ：
• 変換器 Liquisys M CPM223 または CPM253
• 一体型温度センサ内蔵またはな しの pH/ORP 電極
• 浸漬型、 流通型、 または リ ト ラ ク タブル型ホルダ
• 測定ケーブル （例 ： CPK9）

オプシ ョ ン ： 延長ケーブル、 中継端子箱 VBA または VBM

a0007781

図 1 : 計測システム Liquisys M CPM223/253 一式

1

2

3

4

5

流通ホルダ CPA250

中継端子箱 VBA

Liquisys M CPM253

測定ケーブル （例 ： CPK9）

Liquisys M CPM223

6

7

8

9

リ ト ラ ク タブルホルダ Cleanfit W CPA450

電極 （例 ： Orbisint CPS11）

浸漬ホルダ CPA111

延長ケーブル
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3.2 設置条件

3.2.1 屋外設置型

a0005733

図 2 : 屋外設置型

ケーブルの通線用 （供給電圧接続用） に穴が開け られています。 航空便での発送時に圧力バ
ラ ン ス を と るのに役立ちます。ケーブルを取 り 付ける前にハウ ジング内に湿気が入ら ないよ
う にし て く ださい。 ケーブル取 り 付け後のハウジング内は完全に機密性が保たれます。

CAL REL

REL1

REL1
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a0005734

図 3 : 屋外設置型ハウジング外観
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3.2.2 パネルマウン ト 型

a0005735

図 4 : パネルマウン ト 型
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3.3 設置方法

3.3.1 屋外設置型

屋外設置型ハウ ジングには、 い く つか取付オプシ ョ ンがあ り ます。

• ねじ を使った壁取付
• 円形パイプへの取付
• 固定角柱への取付

注記
気候条件（雨、雪、直射日光など）の影響

正常に機能し ない と変換器の故障につながる可能性があ り ます。
‣ 屋外に設置する場合は、 必ず日よけカバー （ア ク セサ リ ） を使用し て く ださい。

壁取付の場合

a0005736

図 5 : 壁取付の屋外型機器

変換器を壁に取 り 付ける場合は、 以下に従って く ださい。

1. 図 5 に示すとお り ド リ ルで穴を開けます。

2. フ ロ ン ト 部から固定穴 （1） にねじ を 2 本通し ます。

3. 図のよ う に変換器を壁に取 り 付けます。

4. 穴にプラ スチッ ク キ ャ ッ プ （2） をかぶせます。

(1)

(2)

154 / 6.06

mm / inch

Ø
6
/

Ø
0.
24
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パイプ取付の場合

屋外型機器を水平 / 垂直の支柱またはパイプに取 り 付け るにはパイプ取付キ ッ ト が必要で
す （最大 Ø 60 mm （2.36" まで）。 キ ッ ト はア ク セサ リ と し て購入でき ます （「ア ク セサ リ ｣参
照）。

a0005737

図 6 : 円型パイプへの屋外型機器の取付

変換器を円形パイプに取 り 付ける場合は、 以下に従って く ださい。

1. 取付キ ッ ト の固定ねじ 2 本 （1） を固定プレー ト （3） の穴に通し ます。

2. 固定ねじ 4 本 （2） を使用し て固定プレー ト を変換器に留めます。

3. ク リ ッ プで支柱またはパイプに屋外型ハウジングの固定器具を固定し ます。

屋外型機器は日よ けカバーと と もに、 一般的な角柱にも固定でき ます。 これらはア ク セサ リ と
し て購入でき ます。 「ア ク セサ リ 」 を参照し て く ださい。



設置 Liquisys M CPM223/253

14 Endress+Hauser

3.3.2 パネルマウン ト 型

パネルマウ ン ト 型は付属の締め付けねじ を使って取 り 付けます （→図 7 参照）。
取付の際、 バッ ク スペースが約 165 mm （6.50"） 必要です。

a0005739

図 7 : パネルマウン ト 型機器の取付

1 操作盤壁面

2 シール

3 締め付けねじ
* 必要なバッ ク スペース

3.4 設置後のチ ェ ッ ク
• 取付後、 変換器に損傷がないか確認し ます。
• 変換器が湿気や直射日光から保護されているかど う か確認し ます （日よ けカバーなど）。
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4 電気接続
警告!

機器には電圧が印加されています。
不適切な接続によ り 、 負傷または死亡事故につながる恐れがあ り ます。
‣ 電気接続は、 資格を有する電気技術者以外は実施し ないで く ださい。
‣ 技術職員は、 本書を読んで理解し、 それに記載されている指示に従 う 必要があ り ます。
‣ 配線作業を始める前に、 いずれのケーブルにも電圧が印加されていない こ と を確認し て く だ

さい。

4.1 配線

注記
本機器には電源スイッチがありません。
‣ 機器の近 く に保護遮断器を用意する必要があ り ます。
‣ それには、 ス イ ッチまたは電源回路遮断器が必要であ り 、 それが機器の遮断器であ る こ と を

ラベル表示し なければな り ません。
‣ 電源供給点では、 24 V バージ ョ ンの電源を二重絶縁または強化絶縁によ り 危険な通電ケーブ

ルから絶縁する必要があ り ます。

変換器の電気接続は、 機器バージ ョ ンに応じ て異な り ます。

• Memosens テ ク ノ ロ ジーを搭載し ていない機器を使用する場合は、 「Memosens な しの電気接続」

を参照し て く ださい。
• Memosens テ ク ノ ロ ジーを搭載し ている機器を使用する場合は、「Memosens 対応の電気接続」 を

参照し て く ださい。



電気接続 Liquisys M CPM223/253

16 Endress+Hauser

4.2 Memosens な しの電気接続

4.2.1 結線図

図 8 の配線図はすべてのオプシ ョ ンを搭載し た機器の接続を示し ています。 センサ と さ まざまな
測定ケーブルの接続の詳細については、 「測定ケーブルおよびセンサの接続」 に記載されていま
す。

C07-CPM2x3xx-04-06-00-xx-001.eps

図 8 : Memosens な しの変換器の電気接続 
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以下に注意し て く ださい。
• 本製品は、 保護ク ラ ス II であ り 一般には保護アース接続を し ないで運転されます。
• 測定の安定性と機能的安全性を確保するには、 センサケーブルのシール ド をアースに接続する

必要があ り ます。
– ガ ラ ス電極 （PR/PS 機器バージ ョ ン） ： 端子 「S」
– ISFET センサ （IS 機器バージ ョ ン） ： PE 配電レール

これはパネルマウ ン ト 型のカバーフ レーム、 屋外設置型の接続コ ンパー ト メ ン ト にそれぞれ
あ り ます。

• PE 配電レールまたはアース端子をアースに接続し て く ださい。

屋外設置型の接続
測定ケーブルは、 ケーブルグ ラ ン ド からハウ ジングに通し ます。 端子割当 （→図 9） に従って測
定ケーブルを接続し ます。

注記
順守しなかった場合、誤った測定につながる可能性があります。
‣ コネ ク タ、 ケーブル終端、 端子が湿気に曝されないよ う 確実に保護し て く ださい。
‣ NC と示された端子は、 機能し ません。
‣ マーク のない端子は、 機能し ません。

C07-CPM253xx-04-06-00-xx-002.eps

図 9 : 屋外設置型接続コ ンパー ト メ ン ト のステ ッ カー

1 IS 機器バージ ョ ン用の PE 配電レール

1
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パネルマウント型の接続

C07-CPM223xx-04-06-00-xx-003.eps

図 10 : パネルマウン ト 型接続のステ ッ カー

1 IS 機器バージ ョ ン用のアース端子

注記
順守しなかった場合、誤った測定につながる可能性があります。
‣ コネ ク タ、 ケーブル終端、 端子が湿気に曝されないよ う 確実に保護し て く ださい。
‣ NC と示された端子は、 機能し ません。
‣ マーク のない端子は、 機能し ません。

センサの端子ブロ ッ クに、 同封されたステ ッ カーを貼って く ださい。

RD
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4.2.2 測定ケーブルと センサ接続

pH / ORP 電極を変換器に接続するにはシール ド付きの特殊な測定ケーブルが必要です。次の多芯
ケーブルを使用でき ます。

測定ケーブルの構造と終端処理

C07-CPM2x3xx-04-06-00-en-004.eps

図 11 : 専用測定ケーブルの構造

ケーブルや中継端子箱の詳細については、 「ア ク セサ リ 」 を参照し て く ださい。

センサのタイプ ケーブル 延長ケーブル

温度センサな しの電極 CPK1 VBA / VBM 中継端子箱 + CYK71 ケーブル

温度センサ Pt 100 および TOP 68 プラ グ イ

ンヘッ ド付き電極

CPK9 VBA / VBM 中継端子箱 + CYK71 ケーブル

温度センサ Pt 100 / Pt 1000 および TOP 68 

プラ グ イ ンヘッ ド付き ISFET センサ

CPK12 VBA / VBM 中継端子箱 + CYK12 ケーブル

分離型の比較電極および温度センサ付き 

pH 単極

CPK2 VBA / VBM 中継端子箱 + PMK ケーブル
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屋外設置型の測定ケーブル接続 
以下に従い、 pH 電極を屋外設置型に接続し ます。

1. ハウジングカバーを開けて、接続コ ンパー ト メ ン ト 内の端子ブロ ッ ク を操作でき る よ う にし

ます。

2. ハウジングのケーブルグ ラ ン ド の溝付き穴を叩いて開けてケーブルグ ラ ン ド を取 り 付け、こ

の ケーブルグ ラ ン ド から ケーブルを通し ます。

3. 端子割当に従ってケーブルを接続し ます。

4. ケーブルグ ラ ン ド を締め付けます。

注記
湿気により、誤った測定につながる可能性があります。
‣ コネ ク タ、 ケーブル終端、 端子が湿気に曝されないよ う に保護し て く ださい。

パネルマウント型の測定ケーブル接続
pH 電極をパネルマウ ン ト 型に接続するには、 端子割当に従ってケーブルを機器背面にあ る端子
に接続し ます。
ガ ラ ス電極と パネルマウ ン ト 型を使用する場合は、 測定ケーブルを BNC コネ ク タで終端処理す
る必要があ り ます。 はんだ付けのない BNC コネ ク タが機器と一緒に納入されます。
以下の手順に従って く ださい。

1. 同軸ケーブルのエン ド ス リ ーブ 2 と  3 を切

り 取 り ます （→図 12）。

C07-CPM223xx-04-06-00-xx-013.eps

図 12 : ケーブル CPK1 ： 機器接続

1 同軸ケーブル

2 内部シール ド、 黒 （ リ フ ァ レ ン ス）

3 内部同軸 （pH / mV）

4 よ り 線、 茶 （PM）

2. ケーブルグ ラ ン ド 5 と ワ ッ シ ャ 6 を同軸

ケーブルに押し込みます。

3. 絶縁体 （13 mm （0.51"）） を取 り 除いて、 締

め付け リ ング 7 を絶縁体にねじ込みます。
部品 5 ～ 7 は、 ケーブル径 3.2 mm
（0.13"） と  5 mm （0.20"） 用の BNC コ
ネ ク タ と一緒に納入されます。

4. シール ド の編組 8 を締め付け リ ングに折 り

重ねて、 余分なシール ド を切 り 取 り ます。

5. 内部絶縁体 と編組シール ド 8 の間に半導体

層 14 （導体箔） があ り ます。 こ の半導体層
を編組シール ド の位置までス ト リ ッ プし ま
す。

C07-CPM223xx-04-06-00-en-014.eps

図 13 : BNC エルボープ ラグ取付用の pH 接続ケー

ブルの終端処理

6. 内部絶縁体を取 り 除き ます

（4 mm （0.16"））。

7. エン ド ス リ ーブ 13 を ス ト リ ッ プし た内部導

体に被せて、 圧着プラ イヤを使用し てエン
ド ス リ ーブを固定し ます。 C07-CPM223xx-04-06-00-en-015.eps

図 14 : BNC エルボープ ラグ取付用の pH 接続ケー

ブルの終端処理
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pH および ORP センサの接続例
以下の図は、 各種 pH / ORP センサの接続を示し ています。

C07-CPM2x3xx-04-06-00-xx-010.eps

図 16 : CPK9 付きガラス電極 CPS11 （左）、 および CPK12 付き ISFET センサ CPS471 （右） と Liquisys M 

の接続

A パネルマウ ン ト 型機器 

B 屋外設置型機器 

C 等電位接続用の等電位接地 PM

8. BNC コネ ク タハウジング 9 をケーブルに被

せます。 コネ ク タの締め付け面 10 に内部導
体があた る よ う に位置合わせする必要があ
り ます。

9. ケーブルグ ラ ン ド 5 を締め付けます。

10. ク ラ ンプ部品 11 を挿入し、 コネ ク タ カバー 

12 をねじ込みます。 これによ り 、 内部導体
と コネ ク タ ピンがし っか り と接続されます。 

C07-CPM223xx-04-06-00-xx-016.eps

図 15 : pH 接続ケーブルと BNC エルボープ ラグの

取付
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C07-CPM2x3xx-04-06-00-xx-011.eps

図 17 : ORP 電極の非等電位 （PML な し） および等電位 （PML あ り） 接続

A パネルマウ ン ト 型機器 

B 屋外設置型機器 

C 等電位接続用の測定物内の等電位接地 （PM）

pH / ORP センサは等電位および非等電位のいずれでも接続でき ます。 通常は、 以下が適用され
ます。

• 等電位接地接続な し ： 非等電位接続
• 等電位接地接続あ り ： 等電位接続 

いずれにするかは、 動作条件によ って も異な り ます。

以下に注意し て く ださい。
• Liquisys M は、等電位接地のあ る等電位測定用に事前にプロ グ ラ ミ ング されています。非等電位

測定にし たい場合は、 A2 フ ィ ール ド で設定を変更する必要があ り ます。
• 等電位接続に 「非等電位」 ソ フ ト ウ ェア設定を選択し た場合は、 比較電極の動作時間が短 く な

り ます。

等電位接続の場合、等電位ピンを接続し、必ず測定物に浸漬させておかなければな り ません。

非等電位測定に対する等電位測定の利点
• 等電位測定 ：
– 比較電極および pH/ ORP 電極が高抵抗で接続されているため リ ーク電流が生じ ない
– 厳しいプロセス条件 （強い流れ、 高抵抗の測定物、 部分的に汚れたダ イ アフ ラ ム） において

も安全な測定が可能
• 非等電位測定 ：
– 等電位接地のないホルダを使用でき る
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4.3 Memosens 対応の電気接続

4.3.1 結線図

図 18 の配線図はすべてのオプシ ョ ンを搭載し た機器の接続を示し ています。 センサの接続の詳
細については、 「測定ケーブルおよびセンサの接続」 に記載されています。

本製品は、 保護ク ラ ス II であ り 一般には保護アース接続を し ないで運転されます。
センサシール ド を変換器に接続し ないで く ださい。

C07-CPM2x3xx-04-06-00-xx-002.esp

図 18 : Memosens 対応の変換器の電気接続
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Memosens 対応の屋外設置型の接続 
測定ケーブルは、 ケーブルグ ラ ン ド からハウジングに通し ます。 端子割当 （→図 19） に従って測
定ケーブルを接続し ます。

C07-CPM253xx-04-06-00-xx-001.eps

図 19 : Memosens 対応の屋外設置型接続コ ンパー ト メ ン ト のステ ッ カー

注記
順守しなかった場合、誤った測定につながる可能性があります。
‣ NC と示された端子には接続でき ません。
‣ マーク のない端子には接続でき ません。

Memosens 対応のパネルマウント型の接続

C07-CPM223xx-04-06-00-xx-001.eps

図 20 : Memosens 対応のパネルマウン ト 型接続のステ ッ カー 

注記
順守しなかった場合、誤った測定につながる可能性があります。
‣ NC と示された端子には接続でき ません。
‣ マーク のない端子には接続でき ません。

センサの端子ブロ ッ クに、 同梱された TU ステ ッ カーを貼って く ださい。 pH ステ ッ カーは
使用し ないで く ださい。
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4.3.2 測定ケーブルと センサ接続

Memosens 対応の pH 電極を変換器に接続する場合は、終端処理を し たデータ伝送ケーブル CYK10
（2x2 芯線、 ツ イ ス ト ペア、 シール ド、 PVC 被覆） が必要です。
測定ケーブルの構造

C07-CPM2x3xx-04-06-00-xx-003.eps

図 21 : CYK10 測定ケーブルの構造 

1 電子部内蔵のカ ッ プ リ ング （センサ接続用）

ケーブルの詳細については、 「ア ク セサ リ 」 を参照し て く ださい。

ケーブルカ ッ プ リ ングをセンサプラ グヘッ ド に差し込む手順は以下の通 り です。

C07-MemoSnxx-11-05-00-xx-002.eps

図 22 : センサプ ラグイ ンヘ ッ ド とケーブルカ ッ

プ リ ングの接続方法

1. カ ップ リ ングの 2 つのキャ ッチ （項目 1、 2）

が上下に位置する よ う に、 カ ップ リ ング下
部を回し ます。

2. キ ャ ッチがプラ グ イ ンヘッ ド のス ロ ッ ト

（項目 3） にかみ合 う よ う 、 カ ッ プ リ ング
をプラ グ イ ンヘッ ド に差し込みます。

3. カ ッ プ リ ング下部 （項目 4） を、 時計方向

に回し ます （約 60° ）。 これによ り 、 カ ッ プ
リ ングがロ ッ ク され、 接続部が不意に緩む
こ と はあ り ません。

接続を外す場合は、 逆の手順で行います。

60°
1 2

3

4
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屋外設置型の測定ケーブル接続 
以下に従い、 Memosens 対応の pH 電極を屋外設置型に接続し ます。

1. ハウジングカバーを開けて、接続コ ンパー ト メ ン ト 内の端子ブロ ッ ク を操作でき る よ う にし

ます。

2. ハウジングのケーブルグ ラ ン ド の溝付き穴を叩いて開けてケーブルグ ラ ン ド を取 り 付け、こ

のケーブルグ ラ ン ド から ケーブルを通し ます。

3. 端子割当に従ってケーブルを接続し ます （接続コ ンパー ト メ ン ト のステ ッ カーを参照）。

4. ケーブルグ ラ ン ド を締め付けます。

パネルマウント型の測定ケーブル接続
Memosens 対応の pH 電極を接続するには、 端子割当に従って CYK10 ケーブルを機器背面にあ る
端子に接続し ます （接続ステ ッ カーを参照）。

pH 電極の接続例
以下の図は、 Memosens 対応の pH 電極の接続を示し ています。

C07-CPM2x3xx-04-06-00-xx-012.eps

図 23 : CPS11D と CYK10 の接続

Memosens 電極 と CYK10 ケーブルのカ ッ プ リ ング間の信号は、非接触かつ完全に埋め込まれたコ
イルを経由し て伝送されます。 これには、 以下の利点があ り ます。

• 電極 と 変換器が電気的に絶縁 さ れてい る ため、 信号は電位の影響を受け ません。 そのため、

Memosens 機能のないセンサ と 比べて、 安全な測定を保証する う えでの等電位の高抵抗接続は
必要あ り ません。

• Memosens プラ グ イ ンヘッ ド と Memosens カ ッ プ リ ングはすべて防水仕様です。
• 開接点はあ り ません。 接触腐食、 リ ーク電流、 分路は発生し ません。

S

CYK10

CPS11D

87   88     96 97
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4.4 アラーム接点

4.5 接続後のチ ェ ッ ク

配線後は、 以下のチェ ッ ク を行ないます。

a0006415

図 24 : アラーム接点の推奨フ ェールセーフ切り替え

A 正常な動作状態 B ア ラーム状態

正常な動作状態
機器が動作中でエラー メ ッ セージが表示さ
れていない （ア ラーム LED オフ）

•  リ レー作動状態
•  接点 42/43 閉

ア ラーム状態
エラー メ ッ セージが表示されている （ア ラーム
LED が赤色点灯）、 機器の不具合または電圧な し
（ア ラーム LED オフ）

•  リ レー停電状態
•  接点 41/42 閉

機器の状態と仕様 備考

変換器またはケーブルの外部が損傷を受けていますか？ 目視検査

電気接続 備考

ケーブルが緩んでいませんか？

電路にループや交差し た と こ ろはあ り ませんか？

信号ケーブルは配線図に従って正し く 接続されていますか？

すべてのねじ端子はし っか り 締められていますか？

ケーブルの導入口はすべて取 り 付け られ、 固定、 密閉されていま

すか？

PE 配電レールはアース接続されていますか （該当する場合） ？ 取 り 付け場所でアース接続

41

42

43

41

42

43

A B



操作性 Liquisys M CPM223/253

28 Endress+Hauser

5 操作性

5.1 ク イ ッ ク操作ガイ ド

変換器の操作方法には以下の方法があ り ます。
• キーフ ィ ール ド を利用し たオンサイ ト での操作
• 以下によ る HART イ ン ターフ ェ イ ス を利用し た操作 （オプシ ョ ン、 相当するオーダーバージ ョ

ン） ：
– HART ハン ドヘル ド ター ミ ナル
– HART モデム と FieldCare ソ フ ト ウ ェアパッ ケージを搭載し た PC

• PROFIBUS PA/DP を利用し た操作 （オプシ ョ ン、 対応するオーダーバージ ョ ン）

対応する イ ン ターフ ェ イ ス と FieldCare ソ フ ト ウ ェ アパッ ケージ （ア ク セサ リ 参照） を搭載し
た PC またはプロ グ ラ マブルロ ジ ッ ク コ ン ト ローラ （PLC） を使用

HART または PROFIBUS PA/DP を利用し て操作する場合は、 次の取扱説明書の該当するセ

ク シ ョ ンを参照し て く ださい。
•BA00209C/07/EN 『PROFIBUS PA/DP - Liquisys M CXM223/253 によ る フ ィ ール ド通信』
•BA00208C/07/EN

『HART - Liquisys M CXM223/253 によ る フ ィ ール ド通信』

以下のセ ク シ ョ ンではキーを利用し た操作についてのみ説明し ます。

5.2 デ ィ スプレ イ と操作キー

5.2.1 デ ィ スプレ イ

LED ディスプレイ

現在の動作モード を表示し ます。 自動 （緑） または手動 （黄）

現在 「手動」 モード で操作中の リ レーの LED が赤 く 点灯し ます。

リ レー 1/2 の状態を表示し ます。
緑 ： 測定値が設定し た警報値の範囲内。 リ レー開磁。
赤 ： 測定値が設定し た警報値を超えている状態。 リ レー励磁。

ア ラーム表示。 リ ミ ッ ト 値を超え続けた場合や、 温度センサの不具合、
システムエラー発生時などに表示されます （エラー リ ス ト 参照）。

REL 1

REL 2
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LC ディスプレイ

5.2.2 操作キー

C07-CPM2x3xx-19-06-00-en-001.eps

図 26 : 操作キー

1 測定値と設定データ を表示する LC デ ィ スプレ イ

2 ユーザラベル用スペース

3 校正および機器設定用の主な操作キー 4 つ

4 自動 / 手動モード切替ス イ ッ チ

5 リ ミ ッ ト コ ン タ ク タ リ レー用 LED （ス イ ッ チの状態）

6 ア ラーム用 LED

7 動作中のコ ン タ ク ト および手動モード時の リ レー切 り 替え用キーの表示

C07-CxM2x3xx-07-06-00-en-004.eps

図 25 : 変換器 LC デ ィ スプレ イ 
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（電流出力が最後の状態のま ま）
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d 開磁、 c 励磁

機能コード表示
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5.2.3 キーの割当て

CAL キー
CAL キーを押すと、 校正ア ク セス コード の入力を求められます。 

• 校正 ： コード 22
• 前回の校正データの読み取 り ： コード 0 またはその他任意のコード

CAL キーを使用し て校正データ を承認するか、 校正 メ ニュー内のフ ィ ー
ル ド を切 り 替えます。

ENTER キー
ENTER キーを押すと、 セ ッ ト ア ッ プモード のア ク セス コード の入力を要
求されます。

• セ ッ ト ア ッ プおよび設定 ： コード 22
• すべての設定データの読み取 り ： コード 0 またはその他任意のコード

ENTER キーには次のよ う に複数の機能があ り ます。

• 測定モード からのセ ッ ト ア ッ プ メ ニューの呼び出し
• セ ッ ト ア ッ プモード で入力し たデータの保存 （確定）
• 機能グループ間の切替

＋ キー / － キー
セ ッ ト ア ッ プモード では、 + キーと - キーは次の機能を持ちます。

• 機能グループの選択

- キーを押すと、 「システム設定」 に記載された順番で機能グルー
プを選択でき ます。

• パラ メ ータ と数値の設定
• 手動モード での リ レー操作

測定モード では、 +  キーを押すたびに次のよ う な機能に切 り 替わ り ます。

1. °F 単位での温度表示

2. 温度表示の非表示

3. mV での測定値表示

4. ％での電流入力信号表示

5. mA での電流入力信号表示

6. 基本設定に戻る

測定モード では、 - キーを押すたびに以下が順に表示されます。

1. 現在のエラーを順に表示 （最大 10 個）

2. すべてのエラーが表示される と、 標準測定デ ィ スプレ イが表示されま

す。 機能グループ F では、 エラーコード ご と に個別にエラーを定義で
き ます。

REL キー
手動モード では、 REL キーを押し て リ レーと洗浄機能の手動ス ター ト の
切 り 替えができ ます。
自動モード では、 REL キーを押し て （ リ ミ ッ ト コ ン タ ク タの） ス イ ッチ
を入れるポイ ン ト または該当する リ レーに割 り 当て られた （PID コ ン ト
ローラの） 設定値を読み取る こ と ができ ます。
+ キーを押すと次の リ レーの設定値を表示でき ます。 デ ィ スプレ イモー
ド に戻る と き も REL キーを押し ます （なにも操作し ない と 30 秒後に自
動的に戻 り ます）。

REL 1

REL 2
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AUTO キー
自動モード / 手動モード の切 り 替えができ ます。

エスケープ機能
+ キーと － キーを同時に押す と、 メ イ ン メ ニューに戻 り ます。 校正時に
は、 校正終了画面へ移 り ます。 も う 一度 ＋ キーと－キーを押すと測定
モード に戻 り ます。

キーボードのロック
＋ キーと ENTER キーを同時に 3 秒以上押すと、 キーボード がロ ッ ク さ
れ、 不正なデータ入力を防ぐ こ と ができ ます。 すべての設定は継続し て
読み取 り 可能です。
画面にはコード 「9999」 が表示されます。

キーボードのロック解除
CAL キーと － キーを同時に 3 秒以上押すと キーボード のロ ッ ク を解除
でき ます。
画面にはコード 「0」 が表示されます。
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5.3 ローカル操作

5.3.1 自動 / 手動モー ド

変換器は通常は自動モード で動作し ます。 こ の操作モード では、 リ レーは変換器によ り 制御され
ます。 手動モード では、 REL キーを押し て リ レーを始動させるか、 洗浄機能を開始する こ と がで
き ます。
操作モード の切替 ：

以下に注意し て く ださい。
• 選択し た操作モード は電源遮断後も有効なま まです。
• 手動モード は、 自動モード のどの機能 （ホール ド を含む） よ り も優先されます。
• 手動モード中は、 ハード ウ ェアのロ ッ ク を行な う こ と はでき ません。
• 手動モード での設定値は、 リ セ ッ ト される まで有効です。
• 手動モード中は、 エラーコード E102 が出力されます。

1. 変換器は自動モードです。 AUTO キーの横にあ る上の LED が点灯し

ます。

2. AUTO キーを押し ます。

3. 手動モード を有効にするには、 ＋ キー / － キーでコード 22 を入力

し ます。 AUTO キーの横にあ る下の LED が点灯し ます。

4. リ レーまたは機能を選択し ます。

REL キーを押すと、 リ レーを切 り 替える こ と ができ ます。 選択し た リ
レーと ス イ ッチの状態 （ON/OFF） がデ ィ スプレ イの 2 行目に表示さ
れます。
手動モード では、 測定値が連続し て表示されます （例 ： 注入機能の測
定値モニ タ リ ング）。

5. リ レーのオン / オフ を切 り 替えます。 ＋ キーでオンにを、 －キーで

オフに切 り 替わ り ます。
切 り 替えた リ レーの状態は、 リ セ ッ ト される まで有効です。

6. AUTO キーを押し て測定モード、 つま り 自動モード に戻 り ます。 

すべての リ レーは変換器でも始動でき ます。
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5.3.2 操作コ ンセプ ト

操作モー ド

C07-CxM2x3xx-19-06-00-en-001.eps

図 27 : 操作モー ドの詳細

セ ッ ト ア ッ プモー ド は、 15 分間なにも キー入力が行なわれない と、 測定モード に自動的に
移行し ます。 動作中のホール ド （セ ッ ト ア ッ プ中のホール ド） はすべて リ セ ッ ト されます。

アクセス コー ド

ア ク セス コード はすべて固定値で、 変更でき ません。 ア ク セス コード が要求される場合、 機器に
よ って コード の識別が行なわれます。

• CAL キー +  コード 22： 校正モードおよびオフセ ッ ト メ ニューへのア ク セス
• ENTER キー +  コード 22： セ ッ ト ア ッ プ メ ニューへのア ク セス 
• + キー +  ENTER キー：キーボード のロ ッ ク
• CAL キー +  － キー：キーボード のロ ッ ク解除
• CAL キーまたは ENTER キー +  任意のコード：読み取 り モードへのア ク セス、 すなわち、 す

べての設定値を見る こ と ができ ますが、 変更はでき ません。
読み取 り モード で継続し て測定を行ないます。 ホール ド状態には移行し ません。 電流出力と コ
ン ト ローラは有効です。
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メ ニュー構造

設定と校正の機能は機能グループ別に分類されています。

• セ ッ ト ア ッ プモード では、 + キーと - キーで機能グループを選択し ます。
• 機能グループ内部の 1 つの機能から別の機能に移るには、 ENTER キーを押し ます。
• 機能グループ内では、 ＋ キー / - キーで目的のオプシ ョ ンを選択するか設定を編集し ます。

選択し た ら ENTER キーで確定し ます。
• ＋ と  － のキーを同時に押す と （エスケープ機能） 、 プロ グ ラ ミ ングが終了し ます （ メ イ ン メ

ニューに戻 り ます）。
• も う 一度 ＋ キー と － キーを押すと測定モード に戻 り ます。

変更を行なって も ENTER キーによ る確定を実行し なければ、 前の設定値がそのま ま維持さ
れます。
メ ニュー構造の概要については、 本取扱説明書の付録で説明し ています。

C07-CxM2x3xx-19-06-00-xx-002.eps

図 28 : メ ニュー構造図

1 機能 （パラ メ ータ選択、 値の入力）

2 機能グループは + キーと - キーで前後に移動し ます。

3 1 つの機能から次の機能に移る と きは、 ENTER キーを押し ます。

ホール ド機能 ： 出力の 「固定」

セ ッ ト ア ッ プや校正中には現在の出力が 「固定」 されます。 つま り 、 最後の電流値が常時出力さ
れます。 デ ィ スプレ イには "HOLD" と い う メ ッ セージが表示されます。 コ ン ト ローラの動作変数
（安定制御 4 ～ 20 mA） が電流出力 2 から出力される場合、 ホール ド状態では 0/4 mA に設定さ
れます。

以下に注意し て く ださい。
• ホール ド設定については 「サービ ス」 を参照し て く ださ い。
• ホール ド中、 すべての接点は通常の位置にな り ます。
• 有効なホール ド は他のどの機能よ り も優先されます。
• ホール ド のつど、 コ ン ト ローラの I 要素はゼロに リ セ ッ ト されます。
• ア ラーム遅延時間は "0" に リ セ ッ ト されます。
• こ の機能はホール ド入力によ り 部から動作させる こ と もでき ます （配線図、 バイナ リ 入力 1 を

参照）。
• 手動ホール ド （フ ィ ール ド S3） は電源遮断後の再起動後でも有効なま まです。

EE E E

-

1

2

3

E EE EEE EEE
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6 設定

6.1 デジ タルセンサ設定時の注意事項

Memosens 対応 pH センサには校正データが保存されます。 そのため、 これら のセンサの設定方
法は標準電極のもの と は異な り ます。
以下の手順に従って く ださい。

1. 変換器と ホルダを取 り 付けます。

2. 変換器と センサケーブルを接続し ます。

3. ユーザ固有の要件に合わせて変換器を設定し ます （「システム設定」 を参照）。

4. 工場で事前校正された Memosens 対応センサを接続し、測定物または標準液に浸漬させます。

5. 保存されたセンサ固有の校正データが自動的に変換器に伝送されます。

6. 測定値が表示されます。

通常は、 センサを校正する こ と な く 、 この値を承認でき ます。 以下の場合のみ、 校正が必要
にな り ます。
– 精度に関し て厳しい条件が課されている場合
– センサが 3 カ月以上保管されていた場合

7. プロセス制御システム または信号処理ユニ ッ ト への測定値の伝送をチェ ッ ク し ます。

6.2 ISFET センサ設定時の注意事項

スイッチオン動作
計測システムの電源を入れる と制御回路が形成されます。 この間 （約 5 ～ 8 分）、 測定値が実際
の値に調整されます。 こ の定着動作は、 pH 測定用半導体 と比較電極間の液膜が遮断された場合
に必ず行われます （例 ： 保管時の乾燥や、 圧縮空気によ る念入 り な洗浄に起因）。 定着時間は、 遮
断の長さに応じ て異な り ます。

光に対する感受性
半導体素子と同様、 ISFET チ ッ プは光に敏感です （測定値の変動） 。 ただし、 センサが直接日光
にさ ら されない限 り 、 測定値には影響あ り ません。 そのため、 校正時は直射日光を避けて く ださ
い。 通常の周囲光が測定に影響を及ぼすこ と はあ り ません。

6.3 機能チ ェ ッ ク

警告!

不適切な接続、不適切な供給電圧
要員の安全に危険を及ぼす可能性および機器の誤動作を招 く 可能性
‣ 配線図に基づいて正し く 配線されているか、 すべての接続を確認し て く ださい。
‣ 供給電圧が銘板の電圧 と同じであ る こ と を確認し ます。
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6.4 電源投入

変換器の電源を初めて投入する前にはまず、 変換器の操作について よ く 理解し ておいて く だ さ
い。 特に 「安全」 と 「操作」 についてはよ く お読み く ださい。
電源投入後、 機器は自己テス ト を実行し てから測定モード に入 り ます。
こ こ で、 「校正」 に従ってセンサを校正し ます。

設定中に、 センサ （デジ タルセンサを除 く ） を校正し て計測システムが正確な測定データ を
返せる よ う にし てお く 必要があ り ます。

次に、「ク イ ッ ク ス ター ト ア ッ プ」 に従って初期設定を行ないます。 こ こ でユーザが設定し た値は
電源遮断後の再起動後でも そのま ま有効です。
本変換器では以下の機能グループが使用で き ます （プ ラ スパ ッ ケージのみで使用でき る機能グ
ループには機能解説でその旨のマーク がついています）。

セットアップモード
• セ ッ ト ア ッ プ 1 （A）
• セ ッ ト ア ッ プ 2 （B）
• 電流入力 （Z）
• 電流出力 （O）
• ア ラーム （F）
• チェ ッ ク （P）
• リ レー （R）
• サービ ス （S）
• E+H サービ ス （E）
• イ ン ターフ ェ イ ス （I）

校正およびオフセットモード
• 校正 （C）
• 数値 （N）
• オフセ ッ ト （V）

本変換器で使用でき る機能グループの詳細については、 「システム設定」 を参照し て く ださ
い。

C07-CLD132xx-07-06-00-en-003.eps

図 29 : セ ッ ト ア ッ プモー ドの表示例

C07-CLD132xx-13-06-00-xx-005.eps

図 30 : 機能コー ド

特別な表示フ ィ ール ド に表示される各機能の
コード によ り 、 機能の選択および検索が容易
にな り ます （→図 29）。
コード の構造については、 図 30 を参照し て く
ださい。
最初の列は、 機能グループを示す文字です
（グループ名を参照）。 各グループの機能は、
上から下、 左から右へカ ウ ン ト されます。C C1 C111

C121

C131 C132 C133
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初期設定

機器の電源を初めて入れた と きは、 すべての機能が初期設定になっています。 下表は主要な設定
の概要を示すものです。
これ以外のすべての初期設定については、 「システム設定」 の個別機能グループの解説を参照し
て く ださい （初期設定は太字で印刷し てあ り ます）。

* オプシ ョ ンによ り 異な り ます。

機能 初期設定

測定のタ イプ pH または ORP 

温度測定 （℃）

測定補償のタ イプ リ ニア （基準温度 25 ℃ （77 °F））

温度補償 自動 （ATC オン）

コ ン ト ローラ 1 の リ ミ ッ ト 値 pH 16 （ORP ： -1500 mV または 0 %）

コ ン ト ローラ 2 の リ ミ ッ ト 値 pH 16 （ORP ： +1500 mV または 100 %）

ホール ド 設定と 校正の際に有効

接点 1 ～ 4 警報値 pH、 機能オフ

電流出力 1* および 2* 4 ～ 20 mA

電流出力 1 ： 4 mA の測定値 * pH 2

電流出力 1 ： 20 mA の測定値 * pH 12

電流出力 2 ： 4 mA の温度 * 0.0 ℃ （32 °F）

電流出力 2 ： 20 mA の温度 * 100.0 ℃ （212 °F）
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6.5 ク イ ッ クス ター ト ア ッ プ

電源投入後、 正確な測定に最も重要な変換器の機能を確立する ためにい く つか設定を行な う 必要
があ り ます。 以下にこの例を示し ます。

ユーザ入力 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示

1. F キーを押し ます。

2. コード 22 を入力し てセ ッ ト ア ッ プを編集し ま

す。 F を押し ます。

3. 「サービ ス」 機能グループが表示される まで

S を押し ます。

4. F を押すと 設定でき る よ う にな り ます。

5. S1 で、 英語の場合は "ENG" と い う よ う に、

言語を選択し ます。

F を押し て確定し ます。

ENG = 英語
GER = ド イ ツ語

FRA = フ ラ ン ス語

ITA = イ タ リ ア語

NEL = オラ ンダ語

ESP = スペイ ン語

6. P を同時に押し て 「サービ ス」 機能グループ

を終了し ます。

7. 「セ ッ ト ア ッ プ 1」 機能グループが表示される

まで S を押し ます。

8. F を押すと 「セ ッ ト ア ッ プ 1」 の設定ができ

る よ う にな り ます。

9. A1 で、 目的の操作モード を選択し ます

（例 ： "pH"）。

F を押し て確定し ます。

pH
ORP （= 酸化還元電

位） mV

ORP （= 酸化還元電

位） %

10. A2 で、 使用するセンサの接続タ イプを選択し

ます。 これについては、 「センサの接続」 を参

照し て く ださい。

F を押し て確定し ます。

Sym = 等電位
asym = 非等電位

11. A3 で、 測定値移動平均係数を入力し ます。

これによ り 、 個々の測定値が平均化され、 表示

と 信号出力が安定化されます。 測定値移動平均

が必要ない場合は、 "1" を入力し ます。

F を押し て確定し ます。

1
1 ～ 60

12. A4 で、 使用するセンサのタ イプを指定し ます

（例 ： ガ ラ ス電極の場合は "Glass"）。

F を押し て確定し ます。

Glass（ガラス）
ISFET

13. A5 で、 使用する電極の温度センサを選択し ま

す （例 ： ガ ラ ス電極の場合は "Pt 100"）。

F を押し て入力内容を確定し ます。

表示が 「セ ッ ト ア ッ プ 1」 機能グループの初期

画面に戻 り ます。

Pt 100
Pt 1K

NTC 30K

な し

S

SERVICE

S1

Language

ENG

A

SETUP 1

A1

Oper.Mode

pH

A2

Wiring

sym

A3

Damping

1

A4

Sensor

Glass

A5

Temp

Pt100
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14. S を押し て、 「セ ッ ト ア ッ プ 2」 機能グループ

を表示し ます。

15. F を押し て、 「セ ッ ト ア ッ プ 2」 の設定を行い

ます。

16. B1 で、 プロセスの温度補償タ イプを選択し ま

す （例 ： 自動温度補償の場合は ATC）。

F を押し て確定し ます。

ATC を選択する と 、 メ ニューは自動的に

フ ィ ール ド B3 に移動し ます。

ATC
MTC

17. B3 で、 校正の温度補償タ イプを選択し ます

（例 ： 自動温度補償の場合は ATC）。

F を押し て確定し ます。

ATC
MTC

18. 現在の温度が B4 に表示されます。 必要に応じ

て、 外部温度計によ る測定に即し て温度センサ

を校正し ます。

F を押し て確定し ます。

実際値の表示と 入力

-50.0 ～ 150.0 ℃

19. 温度の測定値と 入力値の差分が表示されます。

F を押し ます。

表示が 「セ ッ ト ア ッ プ 2」 機能グループの初期

画面に戻 り ます。

0.0 ℃
-5.0 ～ 5.0 ℃

20. P を同時に押し て測定モード に切 り 替えます。

ユーザ入力 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示

B

SETUP 2

B1

°C-Proces

ATC

B3

°C-Cal

ATC

°C

B4

RealTemp

25.0

°C

B5

Temp.Offs

0.0
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6.6 システム設定

6.6.1 セ ッ ト ア ッ プ 1 （pH / ORP）

機能グループ 「セ ッ ト ア ッ プ 1」 では、 測定モード と センサの設定を変更でき ます。
この メ ニューの設定はすべて、 初回の設定中に実施し ます。 ただし、 設定はいつでも変更する こ
と が可能です。

温度センサが故障し た場合は、 エ ラー メ ッ セージ （E010） が出力されます。 プ ロ セス温度
25 ℃ （77 °F） で測定は継続されます。

ISFET および標準センサのセ ッ ト ア ッ プ 1

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

A
機能グループ

「セットアップ 1」
基本機能の設定

A1 操作モード の選択

pH
ORP （= 酸化還元電位） mV

ORP （= 酸化還元電位） %

操作モード を変更する と 、 すべて

のユーザ設定は初期設定に リ セ ッ

ト されます。

A2 接続モード の選択
Sym = 等電位
Asym = 非等電位

等電位および非等電位接続の詳細につい

ては、 「センサの接続」 を参照し て く だ

さい。

A3
測定値移動平均の

入力

1
1 ～ 60

このフ ィ ール ド によ って設定し た回数の

測定値を平均化し ます。 測定値が不安定

な と きに表示を安定させる ためなどに使

用されます。

移動平均を算出し ない場合は “1” を入力

し て く ださい。

A4 センサの選択

Glass（ガラス）
Antimony （アンチモン）

ISFET

ガ ラ ス電極の場合 ： glass

ISFET センサの場合 ： ISFET

ガ ラ ス電極はゼロ点が pH 7 でのみ

使用でき ます。

A5 温度センサの選択

Pt 100
Pt 1K

NTC 30 K

な し

バージ ョ ン "IS" の場合のみ、 この

フ ィ ール ド は使用でき ます。

ISFET センサの場合 ： Pt 1K （Pt 1000）

ガ ラ ス電極の場合 ： Pt 100

NTC 30k 未使用

温度センサな し ： B1 で MTC を選択する

こ と

A

SETUP 1

A1

Oper.Mode

pH

A2

Wiring

sym

A3

Damping

1

A4

Sensor

Glass

A5

Temp

Pt100
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デジ タルセンサのセ ッ ト ア ッ プ 1

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

A
機能グループ

「セットアップ 1」
基本機能の設定

A1 操作モード pH 編集機能な し。

A2 接続のタ イプ asym = 非等電位

編集機能な し。

非接触型の電気的に絶縁された信号伝送

によ り 、 シンプルな非等電位接続しか必

要あ り ません。

A3
測定値移動平均の

入力

1
1 ～ 60

このフ ィ ール ド によ って設定し た回数の

測定値を平均化し ます。 測定値が不安定

な と きに表示を安定させる ためなどに使

用されます。

移動平均を算出し ない場合は “1” を入力

し て く ださい。

A4 センサ Glass（ガラス）
編集機能な し。

ガ ラ ス電極はゼロ点が pH 7 でのみ

使用でき ます。

A

SETUP 1

A1

Oper.Mode

pH

A2

Wiring

asym

A3

Damping

1

A4

Sensor

Glass
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6.6.2 セ ッ ト ア ッ プ 2 （温度）

温度測定の設定変更に使用する機能グループです。
この機能グループの設定はすべて、 すでに初回の設定中に実施されています。 ただし、 選択し た
値はいつでも変更する こ と が可能です。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

B
機能グループ

「セットアップ 2」 
温度測定の設定

B1

pH
プロセスの温度補

償タ イプ

ORP
温度測定

– pH 操作モード の場合 ：

ATC
MTC

– ORP 操作モード の場合 ：

Off
On

B1 = ATC の場合 ： B3 に移動し ます。

B1 = MTC の場合 ： B2 で補償に使用する

プロセス温度を入力し ます。

B2
プロセス温度の入

力 

25.0 ℃
-50.0 ～ 150.0 ℃

A1 = pH および B1 = MTC の場合のみ。

表示値を編集でき ます。 入力値の単位は

℃のみです。

B3
校正の温度補償タ

イプの選択

ATC
MTC

B1 = ATC の場合 ： 編集可能。

B1 = MTC の場合 ： B3 = MTC が表示され

るだけで、 B に戻 り ます。

分離型の温度センサの場合は、 これも標

準液に浸漬させる必要があ り ます。

B4 温度の入力
25 ℃
-50.0 ～ 150.0 ℃

B1 = ATC の場合のみ。

表示値を編集でき ます。 入力値の単位は

℃のみです。

B5
温度差分 （オフ

セ ッ ト ） の表示

0.0 ℃
-5.0 ～ 5.0 ℃

B1 = ATC の場合のみ。

温度の測定値と 入力値の差分が表示され

ます。

B

SETUP 2

B1

°C-Proces

ATC

B2

°C

MTC temp.

25.0

B3

°C-Cal

ATC

°C

B4

RealTemp

25.0

°C

B5

Temp.Offs

0.0
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6.6.3 電流入力

機能グループ 「電流入力」 は、 プロセスパラ メ ータのモニ タ リ ングやフ ィ ード フ ォ ワード 制御に
使用でき ます。 これには、 外部測定機器 （流量計など） の電流出力を変換器の 4 ～ 20 mA 入力に
接続する必要があ り ます。 次の割当てが適応されます。

主配管の流量のモニタリング
こ の設定は流通ホルダを流れるサンプル配管の流量が主配管の流れか ら独立し ている場合にき
わめて実用的です。
サンプル配管に流量があって も、 主配管の流量が低下し た り 止ま った り し た場合にア ラーム状態
を感知し、 変換器は、 注入制御などの動作を停止させる こ と ができ ます。

主配管の流量 電流入力信号（mA 単位） ％での電流入力信号表示

電流入力の下限設定 流量計の下限設定値 4 0

電流入力の上限設定 流量計の上限設定値 20 100

C07-CPM2x3xx-05-06-00-xx-001.eps

図 31 : アラーム感知および主配管の注入制御停止
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PID コントローラのフィードフォワード制御
応答時間が非常に速いプロセスの制御システムでは、 流量が不安定な場合に、 これを コ ン ト ロー
ラに適合させる こ と も制御プロセスの最適化に有効です。

フ ィ ード フ ォ ワード制御は下図で示すよ う な乗数機能です （こ こ では初期設定を例に と っていま
す）。

C07-CPM2x3xx-05-06-00-de-003.eps

図 33 : フ ィ ー ド フ ォワー ド制御の乗数機能

Y ゲイ ン Kinfl

X 電流入力信号 [%]

C07-CPM2x3xx-05-06-00-xx-002.eps

図 32 : 主配管の流れにおける PID コ ン ト ローラのフ ィ ー ド フ ォワー ド制御の配置例
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機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

Z
機能グループ

「電流入力」 
電流入力設定

Z1

本流の流量モニ タ

機能の選択 （コ ン

ト ローラ停止）

Off
On

流量モニタ機能は流量計が本流に接続さ

れている場合にのみ有効です。

Z1 = off の選択時、 フ ィ ール ド Z2 ～ Z5 

は表示されません。

Z2

電流入力によ る制

御機能停止までの

遅延時間の入力

0 秒
0 ～ 2000 秒

短時間の流量低下時、 制御機能が停止す

る こ と を防ぎます。

Z3

電流入力によ る制

御機能再開までの

遅延時間の入力

0 秒
0 ～ 2000 秒

コ ン ト ローラの場合、 流量制御機能が長

時間停止し た と きには、 測定の代表値を

受信する までの遅延が有効です。

Z4

電流入力によ る制

御停止の リ ミ ッ ト

値の入力

50%
0 ～ 100%

0 ～ 100 % は 4 ～ 20 mA の電流入力に対

応し ます。 流量計の電流出力への測定値

割当てに注意し て く ださい。

Z5
電流入力によ る停

止方向の入力

Low
High

Z4 に入力し た値を超え る またはそれよ

り 下がる と制御を停止し ます。

Z6

PID コ ン ト ローラの

フ ィ ード フ ォ ワー

ド制御の選択

Off
Lin = リ ニア

Basic

Z1 = off の選択時、 フ ィ ール ド Z7 は表示

されません。

Z6 = basic の場合 ： フ ィ ード フ ォ ワード

制御は基準入力に対し てのみ働き ます

（センサの故障などで、 通常の PID コ ン

ト ローラが使用でき ない場合は、 代わ り

に量に比例し て注入されます）。

Z7

ゲイ ン = 1 のフ ィ ー

ド フ ォ ワード制御

に見合 う 値の入力

50%

0 ～ 100%

値を設定する と 、 フ ィ ード フ ォ ワード制

御の on/off にかかわらずコ ン ト ローラの

制御量は同じにな り ます。

Z

CUR.INPUT

Z1

Cont.stop

Off

Z2

s

Off Delay

0

Z3

s

On Delay

0

Z4

%

A.Thresh

50

Z5

Stop Dir

Low

Z6

PID influ

Off

Z7

%

Kinflu=1

50
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6.6.4 電流出力

機能グループ 「電流出力」 は個別の出力の設定に使用されます。 リ ニア出力特性 （O3 （1））、 ま
たはプラ スパッ ケージを組み込んだ場合はユーザ定義電流出力特性 （O3 （3）） のいずれかを選択
でき ます。 電力出力 2 で 「連続制御」 を選択し た場合、 この電流出力のユーザ定義電流出力特性
は入力でき ません。
さ らに電流出力値をシ ミ ュ レー ト し て （O3 （2））、 電流出力を確認する こ と ができ ます。
2 電流出力バージ ョ ンでは、 機能コード R 237 / R 266 でのコ ン ト ローラ設定値を電流出力 2 か
ら出力でき ます。

C07-CPM2x3xx-05-06-00-xx-004.eps

図 34 : ユーザ定義電流出力特性 （例）

電流出力特性は必ず単調増加または単調減少でなければな り ません。
2 つの入力値間の mA あた り の信号偏差は以下の値を上回っていなければな り ません。

• pH ： 0.03
• ORP ： 5 mV
• 温度 ： 0.25 ℃

サンプル特性の値 （→図 34） は以下の表に記入し て く ださい。 mA あた り の間隔は D 信号 /DmA
で計算でき ます。

Δ

Δ

電流出力 1 電流出力 2

組み合わせ pH / mV / 
% / ℃

電流
[mA]

mA あたり
の間隔

pH / mV / 
% / ℃

電流
[mA]

mA あたり
の間隔

1 6 4

2 8 16 0.166

3 12 20 1.000
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まず、 以下の表に鉛筆で必要な電流出力設定を記入し ます。 mA あた り の信号間隔を計算し、 所
要の最小偏差を確保し て く ださい。 その結果を も と に、 機器に入力し て く ださい。

電流出力 1 電流出力 2

組み合わせ pH / mV / 
% / ℃

電流
[mA]

mA あたり
の間隔

pH / mV / 
% / ℃

電流
[mA]

mA あたり
の間隔

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

O
機能グループ

「電流出力」
電流出力の設定 （PROFIBUS には適用

されない）

O1 電流出力の選択
Out1
Out 2

各出力毎に異な る特性を選択する こ と

ができ ます。

O2
電力出力 2 の測定

変数の選択

℃
pH

mV

Contr

O2 = Contr を選択時のみ （要 リ レー基

板）、 R237/R 266 = curr （電流出力 2）

を選択でき ます。

O3 O3 （1）
リ ニア特性の入力

または出力

Lin = リニア （1）

Sim = シ ミ ュ レーシ ョ ン

（2）

Tab = テーブル （3）

特性の勾配はプラ ス方向、マ イナス方向

いずれにもでき ます。

変数出力を有効にし た場合

（O2 = Contr）、 設定に応じ た量、 電流は

増加し ます。

O311 電流レ ンジの選択
4 ～ 20 mA
0 ～ 20 mA

O312

0/4 mA の値 ：

関連する pH （ORP）

または温度値の入

力

pH 2.00
pH -2.00 ～ 16.00

-1500 mV
-1500 ～ 1500 mV

0.0 %
0.0 ～ 100.0 %

0.0 ℃
-20 ～ 150.0 ℃

変換器の電流出力初期値 （0/4 mA） に

相当する測定値を入力でき ます

（表 ： 技術データ を参照）。

O313

20 mA の値 ：

関連する pH （ORP）

または温度値の入

力

pH 12.0
pH -2.00 ～ 16.00

1500 mV
-1500 mV ～ 1500 mV

100.0 %
0.0 ～ 100.0 %

100.0 ℃
-20.0 ～ 150.0 ℃

変換器の電流出力最終値 （20 mA） に相

当する測定値を入力でき ます

（表 ： 技術データ を参照）。

O3 （2）
電流出力シ ミ ュ

レーシ ョ ン

Lin = リ ニア （1）

Sim = シミュレーション
（2）

Tab = テーブル （3）

シ ミ ュ レーシ ョ ンは （1） または （3）

を選択する こ と によ り 終了し ます。

特性の詳細については、 O3 （1）、 O3

（3） を参照。

O321
シ ミ ュ レーシ ョ ン

値の入力

電流出力値
0.00 ～ 22.00 mA

電流値を入力する と 、 こ の値が電流出

力に直接出力されます。

O

OUTPUT

O1

Sel.Out

Out1

O2

Parameter

°C

O3

Sel.Type

lin

O311

Sel.Range

4-20

pH

O312

0/4 mA

2.00

pH

O313

20 mA

12.00

O3

Sel.Type

sim

O321

mA

Simulat.

10.20
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O3 （3）

電流出力テーブル

の入力 （プラ ス

パッ ケージのみ）

Lin = リ ニア （1）

Sim = シ ミ ュ レーシ ョ ン

（2）

Tab = テーブル （3）

値は後で追加または変更する こ と もで

き ます。 入力された値は、 電流値を上

げる こ と で自動的に分類されます。

詳細については、 O3 （1）、 O3 （2） を

参照。

O331
テーブルオプシ ョ

ンの選択

Read
Edit

O332
入力ポ イ ン ト 数の

入力

1
1 ～ 10

x 値および y 値 （測定値および対応す

る電流出力値） の組み合わせ数を入力

し ます。

O333
入力ポ イ ン ト 数の

選択

1
1 ～ テーブル入力ポ イ ン

ト 数

Assign

O334 X 値の入力

pH 0.00
pH -2.00 ～ 16.00

0 mV
-1500 ～ 1500 mV

0.0 %
0.0 ～ 100.0 %

x 値 = ユーザ任意の測定値

O335 y 値の入力
0.00 mA
0.00 ～ 20.00 mA

y 値 = O334 で設定された x 値に対応す

るユーザ任意の電流値

すべての値が入力される まで O333 に

も ど り ます。

O336

テーブルステータ

スが OK かど う か

の メ ッ セージ

yes
no

“yes” の場合 O3 に戻 り ます。

“no” の場合、 テーブルを定性する （入

力データは維持） か、 または測定モー

ド に戻 り ます （入力データは消去）。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

O3

Sel.Type

table

O331

Sel.Table

read

O332

No.Elem.

1

O333

Sel.Elem.

1

O334

pH

Meas.val.

0.00

O335

mA

mA value

0.00

O336

Status ok

yes
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6.6.5 モニ タ リ ング機能

モニタ リ ング機能を使用し て、 各種ア ラームの定義 と出力接点の設定ができ ます。
各エラーに個別に、 接点出力 と エラー電流の有効 / 無効を定義する こ と ができ ます。 また、 電極
のガ ラ ス破損や リ ー ク電流 （P1、 P2、 P7） がないかチェ ッ ク でき ます。 ア ラームが発生し た場
合、 洗浄機能 （F8） を作動させる こ と も可能です。

ガ ラ ス破損や リ ーク電流のチェ ッ クおよび洗浄機能は、プラ スパッ ケージでのみ利用でき ま
す。

アラーム

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

F
機能グループ

「アラーム」 
ア ラーム機能の設定

F1 接点タ イプの選択
Latch = ステータス接点
Momen = ワ ンシ ョ ッ ト 接点

こ こ で選択する接点タ イプはア ラーム接

点だけに適用されます。

F2 時間単位の選択
s
min

F3
ア ラーム遅延の入

力

0 秒（分）
0 ～ 2000 秒 （分）

F2 で選択し た単位に応じ て、 ア ラーム

遅延を秒単位または分単位で入力し ま

す。

F4 エラー電流の選択
22 mA
2.4 mA

F5 ですべてのエラー電力出力を無効と

設定する場合でも、 このフ ィ ール ド の選

択は行な う 必要があ り ます。

O311 で "0-20 mA" を選択し た場

合、 "2.4 mA" は使用でき ない可能

性があ り ます。

F5 エラーの選択
1
1 ～ 255

ア ラーム出力を設定するすべてのエラー

を選択し て く ださい。

エラーはエラーコード で選択し ます。

個々のエラーコード の内容については 

9.2 「システムエラー メ ッ セージ」 の表

を参照し て く ださい。 こ こ で編集を行な

わない限 り 、 初期設定が有効と な り ま

す。

F6

選択し たエラーに

有効なア ラーム接

点を設定

yes
no

“no” を選択し た場合、 これ以外のすべ

てのア ラーム設定 （ア ラーム遅延等） も

無効と な り ます。 設定自体は保持されま

す。

この設定は F5 で選択し たエラーのみに

適用されます。

F

ALARM

F1

Cont.Type

Latch

F2

Time Unit

s

F3

s

Err.Delay

0

F4

Err.Curr

22mA

F5

Sel.error

1

F6

Rel.Assg

yes
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F7

選択し たエラーに

有効なエラー電流

を設定

no
yes

F4 で選択し たエラー電流出力を行な う

かど う かが こ こ で設定されます。

この設定は F5 で選択し たエラーのみに

適用されます。

F8
洗浄機能自動
ス ター ト

no
yes

この機能が使用でき ないエラーも あ り ま

す。 「 ト ラブルシューテ ィ ング と 故障解

消」 を参照し て く ださい。

F9
メ ニューに戻る / 

次のエラー選択

next = 次のエラー

R

R を選択する と 画面が F に戻 り ます。

next を選択する と画面は F5 に戻 り ま

す。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

F7

Curr.Assg

no

F8

CleanTrig

no

F9

Select

next
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チ ェ ッ ク

機能グループ 「チェ ッ ク」 はプラ スパッ ケージ仕様の機器のみ利用でき ます。
この機能グループでは、 2 種類の測定モニタ リ ング機能を選択でき ます。

SCS 電極モニタリング
センサチェ ッ ク システム （SCS） では、 不正確な測定や完全な故障がないか pH 電極および比較
電極の監視が行われます。

SCS は、 不正確な測定に対し て以下の原因を特定し ます。
• 電極ガ ラ スの破損
• pH 測定回路内のわずかな短絡、 または湿気や汚れによ る端子部のブ リ ッ ジ
• 比較電極の汚れまたは目詰ま り
• ISFET センサの リ ーク電流

次の 3 つのモニ タ リ ング方法が使用されます。
• pH 電極の高抵抗を監視 （最小イ ンピーダン ス を下回った場合 （約 500 kW） にア ラーム出力）。

アンチモン と ISFET 電極 （A4） の場合、 この機能は選択でき ません。
• 比較電極のイ ンピーダン スの監視 （し きい値を超過し た場合にア ラーム出力）。

こ の機能は等電位の高抵抗測定にのみ選択でき ます。
• ISFET センサの リ ーク電流の監視（ILEAK > 200 nA で事前警報 E168、ILEAK > 400 nA でエラー

E008 を出力）。

a0004337

図 35 : SCS アラーム

ホール ドせずに標準電極をプロセスから取 り 外さ ないで く ださい。 SCS は PML に対し て測
定する ものであ る ため、 内部導体と PML が接触し ない と ア ラームが出力されます。 デジ タ
ルセンサは PML を使用し ません。

PCS アラーム（プロセスチェックシステム）
AC 機能は測定信号の偏差チェ ッ ク に使用されます。 1 時間以内の測定信号の変化が （選択し た
測定範囲のフルスケール値の） 0.5% 未満の場合にア ラーム （E152） が発生し ます。 センサのこの
よ う な動作の原因と し ては、 汚れの付着やケーブルの破損などが考え られます。
機能を使用し てコ ン ト ローラの動作をモニタ リ ングでき ます。 モニ タ リ ング時間は自由に調節で
き、 コ ン ト ローラの不具合を検知、 報告でき ます （E154 - E157）。
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C07-CxM2x3xx-05-06-00-xx-001.eps

図 36 : PCS アラーム （ラ イブチ ェ ッ ク）

A 測定信号が一定 = PCS ア ラーム時間が経過する と ア ラームが出力される

以下に注意し て く ださい。
• リ フ ァ レ ン スモニタ リ ングを行 う ためには、 電極を等電位で接続する必要があ り ます （PML を

使用）。
• PCS ア ラームはセンサ信号が変化する と自動的に解除されます。
• ISFET センサは半導体部品があ るため、光に敏感で測定値の変動を引き起こすこ と があ り ます。

そのため、 校正や操作時は直射日光を避けて く ださい。 通常の周囲光が測定に影響を及ぼすこ
と はあ り ません。

アラームしきい値モニタリング
この機能を使用し て測定値をモニタ リ ング し、許容上限値 / 下限値を超過し た場合はア ラームを
出力し ます。

A

t

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

P
機能グループ

「チェック」 
電極と プロセスモニ タ リ ングの設定

P1

測定電極の SCS ア

ラームのオン / オ

フ切替

Off
On

電極のガ ラ ス破損を監視 （エラーコー

ド ： E008）。

応答時間は約 30 秒

SCS ガ ラ ス警告 （エラーコード ： E175）

校正中は SCS モニ タ リ ングは作動し ま

せん。

P2

比較電極の SCS ア

ラームのオン / オ

フ切替

Off
On

比較電極の汚れまたは目詰ま り の監

視 （エラーコード ： E030）。

応答時間は約 60 秒

SCS 比較警告 （エラーコード ： E177）

A2 = sym の場合のみ

P3

比較電極の SCS ア

ラーム し きい値の

入力

50.0 k
0.0 ～ 50 k

測定結果には測定物の抵抗も含まれま

す。

汚染度が高いほど比較電極のイ ンピーダ

ン スが増加し ます。

Memosens 対応不可

P4
ISFET センサの リ ー

ク電流の表示

表示のみ
0.0 ～ 9.9 µA

A4 = ISFET の場合のみ。

リ ーク電流 > 0.4 µA の場合、 ISFET セン

サの破損を示し ます。

P

CHECK

P1

SCS Glass

Off

P2

SCS Ref

Off

P3

k@

SCSThresh

50.0

P4

Leak Curr

0.0
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P5

ア ラーム し きい値

モニ タ リ ングの選

択

Off
Low

High

LoHi = low + high

Low!

High!

LoHi!

ア ラーム発生時にコ ン ト ローラの停止を

伴 う / 伴わないかを設定し ます。

xxxx = 制御出力をオフにし ない。

xxxx! = 制御出力をオフにする。

P6
ア ラーム遅延の

入力

0 秒（分）
0 ～ 2000 秒 （分）

F2 で選択し た単位に応じ て、 ア ラーム

遅延を秒単位または分単位で入力し ま

す。 この時間が経過し た後、 フ ィ ール ド 

P7 / P8 の設定時間を下回る / 超過する

と ア ラームが出力されます。

P7
下限ア ラーム し き

い値の入力

-2.00 pH
-2.00 ～ 16.00 pH

P5 = off の場合は使用不可。

P8
上限ア ラーム し き

い値の入力

16.00 pH
-2.00 ～ 16.00 pH

P5 = off の場合は使用不可。

P9

プロセスモニタ リ

ング （PCS ア ラー

ム） の選択

Off
AC

CC

AC CC

AC!

CC!

ACCC!

AC = センサ作動のモニタ リ ング

CC = コ ン ト ローラのモニタ リ ング

ア ラーム発生時に同時にコ ン ト ローラの

停止を伴 う / 伴わないかを設定し ます。

xxxx = 制御出力をオフにし ない。

xxxx! = 制御出力をオフにする。

P10

ア ラーム し きい値

下限の逸脱最大許

容時間の入力

60 分
0 ～ 2000 分

P9 = CC または AC CC の場合のみ。

P11

ア ラーム し きい値

上限の逸脱最大許

容時間の入力

120 分
0 ～ 2000 分

P9 = CC または AC CC の場合のみ。

P12

ア ラーム し きい値

の入力 （P10 / P11 

用）

1.00 pH
-2.00 ～ 16.00 pH

設定し た値は絶対値です。 この機能は、

主にバッ チ操作や片面 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ

に最適です。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

P5

A.Thresh

Off

P6

s

Err.Delay

0

P7

pH

LowAlarm

-2.00

P8

pH

HighAlarm

16.00

P9

ProcMonit

Off

P10

min

Tmax Low

60

P11

min

Tmax High

120

P12

pH

Setpoint

1.0
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Memosens 対応 pH センサの SCS 作動電圧

Memosens 対応 pH センサ と ケーブル間の接続が、 つながっているだけでロ ッ ク されていない場
合、結合が不安定なため供給電圧が必要な電圧値を下回って し ま う こ と があ り ます。 これによ り 、
誤った測定につながる可能性があ り ます。
SCS 作動電圧を使用し て、 Memosens 対応 pH センサの供給電圧をモニ タ リ ングでき ます。
この値が安全限界以下にな る と、 測定値が無視されエラー E 127 が出力されます。

6.6.6 リ レー接点の設定

機能グループ 「 リ レー」 を使用するには、基本バージ ョ ンには含まれない リ レー基板が必要です。

以下で説明する リ レー接点は必要に応じ て選択、 設定する こ と ができ ます （イ ン ス ト ール済みオ
プシ ョ ンに応じ て、 最大 4 接点まで）。
• 警報出力 （pH / ORP） ： R2 （1）
• 警報出力 （温度） ： R2 （2）
• PID 制御出力 ： R2 （3）
• 洗浄タ イマー ： R2 （4）
• ケモ ク リ ーン機能 ： R2 （5）
• 中和制御出力 ： R2 （6） （プラ スパッ ケージ仕様）

pH / ORP 測定値と温度の警報値

リ レー接点には、 さ まざまな機能を割 り 当てる こ と ができ ます。
警報 ON ポイ ン ト 、 警報 OFF ポイ ン ト や ON/OFF 遅延時間の設定を行な う こ と ができ ます。 さ
らにア ラーム出力や洗浄機能ス ター ト 用に、 ア ラーム し きい値を設定する こ と が可能です。
これらの機能は、 pH/ORP および温度の測定に使用でき ます。

リ レー接点の状態については、 図 37 にわか り やす く 示し ます。
• 測定値が上昇し て （最大機能） ON ポイ ン ト （t1） を超え、 ON 遅延時間 （t1 - t2） が経過する

と、 リ レー接点が励起し ます （t2）。

さ ら にア ラーム し きい値 （t3） を超え、 ア ラーム遅延時間 （t4 - t3） が経過する と、 今度はア

ラームが出力されます。
• 測定値が下が り 始め、 ア ラーム し きい値を下回る と （t5)、 ア ラーム出力が解除されます。 さ ら

に OFF 遅延時間 （t6- t7） が経過する と、 リ レー接点が開磁し ます （t7）。

• ON 遅延時間、 OFF 遅延時間と もに 0 秒に設定する と、 警報 ON/OFF ポイ ン ト がそのま ま リ
レー接点の切替ポイ ン ト と な り ます。

下限動作の場合も、 上限動作と同様の設定を行ないます。
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P （ID） 制御出力

この変換器はさ まざまな制御機能の設定が可能です。 PID 制御接点を も と にし て、 P、 PI、 PD、 お
よび PID 制御接点を実現する こ と ができ ます。対象 と なる アプ リ ケーシ ョ ンに最も合 う 制御接点
を使用する こ と で、 最高の制御応答が得られます。 R 237/R 266 フ ィ ール ド で選択し たオプシ ョ
ンによ って、 リ レーまたは電流出力 2 （該当する場合） を通し て動作信号を出力でき ます。

• P 制御

シ ス テムの偏差が小さ い簡単な リ ニア制御用途に使用さ れます。 大き な変化を制御する と き
は、オーバーシ ュー ト が発生する こ と があ り ます。 この時は制御オフセ ッ ト が必要と な り ます。

• PI 制御

オーバーシュー ト を回避する必要があ り 、 常時オフセ ッ ト が許されない制御システムで使用さ
れます。

• PD 制御

高速な応答が必要で、 ピーク を修正する必要があ るプロセスで使用されます。
• PID 制御

P、 PI、 PD 制御では不十分なプロセスに使用されます。

PID 制御の設定オプション
PID 制御には以下の設定オプシ ョ ンがあ り ます。

• コ ン ト ロールゲイ ン Kp の変更 （P の作用）

• 積分時間 Tn の設定 （I の作用）

• 微分時間 Tv の設定 （D の作用）

基本負荷注入制御（Basic）
基本負荷注入制御 （フ ィ ール ド R231） は一定注入 （フ ィ ール ド R2311） の設定に使用し ます。

C07-CxM2x3xx-05-06-00-xx-003.eps

図 37 : 警報と リ ミ ッ ト 値機能の関係図
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警報 ON ポ イ ン ト  > 警報 OFF ポ イ ン ト ： 上限動作

警報 ON ポ イ ン ト  < 警報 OF F ポ イ ン ト ： 下限動作
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PID 制御＋基本負荷注入制御
フ ィ ール ド R231 で この機能 （PID + Basic） を選択する と、 PID 制御注入量はフ ィ ール ド R2311
で入力し た基本負荷値以上にな り ます。

a0008940

図 38 : 制御特性 ： 基本負荷注入での PID 制御

A 基本負荷での PID

B 基本負荷

C PID

設定
制御パラ メ ータの設定経験がまだない と きは、 制御回路の最大制御ループ安定性が保証された値
を使用し ます。 制御回路を さ らに最適化するには以下の手順に従って く ださい。

• 制御変量がオーバース イ ングを始める までコ ン ト ロールゲイ ン Kp を増加させます。

• コ ン ト ロールゲイ ン Kp を徐々に減少させ、 オーバース イ ング し ないでき る限 り 短い時間に達

する まで、 積分時間 Tn を短 く 設定し ます。

• 制御の応答時間を高速化する と きは微分時間 Tv も調整する必要があ り ます。

記録計を用いたパラメータ設定のチェックと最適化

100 %

100 %

A

B

C

a0008924

Tn と Kp の設定の最適化

A
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実際値
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Tn が小さすぎ る
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Kp が大きすぎ る

4

5
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A

B

A

B
A

B

A

B
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動作信号出力（R237 ～ R2310）
制御接点は動作信号を周期的に出力し、 信号の強弱はそのま ま制御出力に比例し ます。 信号の周
期タ イプによ って異な り ます。

• パルス幅出力 
算出される操作変数が大きいほど、 接点の動作時間は長 く な り ます。 動作単位時間 T は 0.5 ～
99 秒の範囲で調整可能です （フ ィ ール ド R238）。 この制御出力形態は、 ソ レ ノ イ ド バルブなど
の制御に向いています。

• パルス周波数出力
算出された操作変数が大きいほど、 接点の動作周波数が高 く な り ます。 最大動作周波数 1/T は
60 ～ 180 分 -1 で設定でき ます。 接点動作時間 tON は一定です。 これは設定される最大周波数

によ って異な り 、 60 分 -1 で約 0.5 秒、 180 分 -1 で約 170 ミ リ 秒にな り ます。 この制御出力形
態は、 直接制御する定量ポンプなどの制御に向いています。

一定制御
電流出力 2 から、制御の最小設定値（0 %）は 0/4 mA 、最高設定値（100%）は 20 mA で出力されます。

制御特性（正制御 / 逆制御）
フ ィ ール ド R236 では次の 2 つの制御特性を選択でき ます。

• 正制御 = 最大動作
• 逆制御 = 最小動作

a0008941

図 40 : 比例制御の制御特性 （正制御 / 逆制御）

A 正 = 最大動作

B 逆 = 最小動作

a0008928

図 39 : パルス幅制御接点 （左側） とパルス周波数制御接点 （右側） の信号
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洗浄機能用タ イマー

こ の機能には簡単な洗浄ルーチンが含まれ、 洗浄間の間隔を設定する こ と ができ ます。 これは、
一定間隔のシーケン ス を選択するだけで設定でき ます。
ケモ ク リ ーン機能を選択する と、 その他の洗浄機能も使用でき ます （接点が 4 つの仕様、 「ケモ
ク リ ーン機能」 を参照）。

タ イマーと ケモ ク リ ーンはそれぞれ独立し て動作し ません。2 つの う ち片方の機能が動作し
ている と き、 も う 片方の機能を開始する こ と はでき ません。

ケモ ク リーン機能

タ イ マー機能 と 同様、 ケモ ク リ ーン機能も洗浄サ イ ク ルの開始に使用し ます。 ただ し、 ケモ ク
リ ーンはさ らにさ まざまな洗浄 / すすぎ間隔オプシ ョ ン もサポー ト し ます。
し たがって、 サイ クルが異なる不規則な洗浄が可能で、 後すすぎ時間を含む洗浄時間を個別に定
義する こ と ができ ます。

以下に注意し て く ださい。
• ケモ ク リ ーン機能を使用するには、 特定の リ レー基板を内蔵し た変換器が必要です （製品構成

または 「ア ク セサ リ 」 の章を参照）。
• タ イマーと ケモ ク リ ーンはそれぞれ独立し て動作し ません。 2 つの う ち片方の機能が動作し て

いる と き、 も う 片方の機能を開始する こ と はでき ません。
• ケモ ク リ ーン機能は リ レー 3 （水） および 4 （ク リ ーナ） でのみ使用でき ます。
• 洗浄プロセス を中止し て も、 後すすぎ時間は必ず発生し ます。
• “Economy” を選択する と、 設定し た回数分、 洗浄は水だけで行なわれます。

a0006794

図 41 : 洗浄時間、 休止時間、 洗浄後ホールド時間の関係
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中和制御

中和制御が行われている間、 測定物の pH 値は酸やアルカ リ の添加によ り 一定に保たれます。 こ
の制御には、 それぞれ酸と アルカ リ 用に 2 つの個別の作動信号が必要です。
中和制御は 2 点の リ レー接点があ る コ ン ト ローラで、 この制御のために特別に設計された もので
す。 P （ID） 制御はコ ン ト ローラ と し て用意されています。
酸と アルカ リ のコ ン ト ロールゲイ ン Kp の値は、 個別に設定でき ます。 積分動作時間 Tn と微分動

作時間 Tv は両方のコ ン ト ローラに適用されます （「P （ID） 制御」 を参照）。

「中和ゾーン」 は設定値 1 と  2 の間にな り ます。 「中和ゾーン」 では、 積分要素 （P、 PD） のない
コ ン ト ローラ によ る酸やアルカ リ の添加 （Y = 0、 図 43 参照） は行われません。 積分要素 （PI、
PID） のあ る コ ン ト ローラの場合は、 常時アルカ リ / 酸の添加 （Ynew = Yold） が実施されます。

中和ゾーンにおける I 要素の挙動は、プロセス タ イプ（イ ン ラ イ ン / バッチ）に応じ て異な り ます。
「中和ゾーン」 は必要に応じ て、 設定値 1 と  2 によ り  X 方向にシフ ト でき ます。

中和制御は リ レー 1 と  2 を使用し てのみ可能です。

a0006793

図 42 : 洗浄サイ クルシーケンス
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図 43 : 比例中和制御の制御特性
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機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

R
機能グループ

「リレー」 
リ レー接点の設定

R1

設定する接点の

選択

Rel1
Rel2

Rel3

Rel4

Rel3 （水） および Rel4 （ク リ ーナ） は

その装備のあ る機器のみで使用でき ま

す。

洗浄方法 と し てケモ ク リ ーンを使用す

る場合、 Rel4 は使用でき ません。

R2 （1）

pH/ORP 測定の

警報値の設定

LC PV = 警報出力 pH/ORP
（1）

LC C = 警報出力 T （2）

PID 制御出力 （3）

タ イマー （4）

Clean = ケモ ク リ ーン （5）
中和制御出力 （6）

PV = プロセス値

R1 で リ レー 4 を選択する と ケモ ク リ ー

ン機能は選択でき な く な り ます。

ENTER で確定する と、 すでにオンに

なっている リ レー機能はオフにな り 、

すべて初期設定に戻 り ます。

R211
R2 （1） オフ / オン

切 り 替え機能

Off
On

すべての設定は保持されます。

R212
警告 ON ポ イ ン ト

入力

pH 16.00
pH -2.00 ～ 16.00

1500 mV
-1500 ～ 1500 mV

100.0 %
0.0 ～ 100.0 %

警告 ON ポ イ ン ト と 警告 OFF ポ イ ン ト

は決し て同じ値に設定し ないで く ださ

い。

（A1 で選択し た操作モード のみ表示さ

れます）。

R213
警告 OFF ポ イ ン ト

の入力

pH 16.00
pH -2.00 ～ 16.00

1500 mV
-1500 mV ～ 1500 mV

100.0 %
0.0 ～ 100.0 %

警告 OFF ポ イ ン ト を入力する と、 上限

動作 （警告 OFF ポ イ ン ト < 警告 ON ポ

イ ン ト ） または下限動作 （警告 OFF ポ

イ ン ト  > 警告 ON ポ イ ン ト ） が選択さ

れ、 ヒ ステ リ シス機能を実行し ます

（「ア ラーム と リ ミ ッ ト 機能図」 を参

照）。

R214 オン遅延の入力
0 秒
0 ～ 2000 秒

R215 オフ遅延の入力
0 秒
0 ～ 2000 秒

R216
ア ラーム し きい値

の入力

pH 16.00
pH -2.00 ～ 16.00

1500 mV
-1500 ～ 1500 mV

100.0 %
0.0 ～ 100.0 %

ア ラーム し きい値を超え る と 、 変換器

がア ラームを出力し、 エラー メ ッ セー

ジ と エラー電流を出力し ます （フ ィ ー

ルド F3 のア ラーム遅延に注意し て く だ

さい）。

下限警報設定時は、 ア ラーム し きい値

には警告 OFF ポ イ ン ト よ り 小さい値を

設定し ます。

R

RELAIS

R1

Sel.Relay

Rel1

R2

Sel.Type

LC PV

R211

Function

off

pH

R212

On value

16.00

pH

R213

Off value

16.00

s

R214

On Delay

0

s

R215

Off Delay

0

pH

R216

A.Thresh

16.00
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R217
警報接点の状態表

示

MAX
MIN

表示のみ

R2 （2） 温度警報値の設定

LC PV = 警報出力 pH/ORP

（1）

LC C = 警報出力 T（2）
PID 制御出力 （3）

タ イ マー （4）

Clean = ケモ ク リ ーン （5）
中和制御出力

ENTER で確定する と、 すでにオンに

なっている リ レー機能はオフにな り 、

すべて初期設定に戻 り ます。

R221
R2 （2） オフ / オン

切 り 替え機能

Off
On

R222
温度警報 ON ポ イ

ン ト の入力

150.0 ℃
-50.0 ～ 150.0 ℃

警告 ON ポ イ ン ト と 警告 OFF ポ イ ン ト

は決し て同じ値に設定し ないで く ださ

い。

R223
温度警報 OFF ポ イ

ン ト の入力

150.0 ℃
-50.0 ～ 150.0 ℃

警告 OFF ポ イ ン ト を入力する と、 上限

動作 （警告 OFF ポ イ ン ト < 警告 ON ポ

イ ン ト ） または下限動作 （警告 OFF ポ

イ ン ト  > 警告 ON ポ イ ン ト ） が選択さ

れ、 ヒ ステ リ シス機能を実行し ます

（「ア ラーム と リ ミ ッ ト 機能図」 を参

照）。

R224 オン遅延の入力
0 秒
0 ～ 2000 秒

R225 オフ遅延の入力
0 秒
0 ～ 2000 秒

R226

ア ラーム し きい値

の入力 （絶対値と

し て）

150.0 ℃
-50.0 ～ 150.0 ℃

ア ラーム し きい値を超え る と 、 変換器

がア ラームを出力し、 エラー メ ッ セー

ジ と エラー電流を出力し ます （フ ィ ー

ルド F3 のア ラーム遅延に注意し て く だ

さい）。

下限警報設定時は、 ア ラーム し きい値

には警告 OFF ポ イ ン ト よ り 小さい値を

設定し ます。

R227
警報接点の状態表

示

MAX
MIN

表示のみ

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

R217

LC State

MAX

R2

Sel.Type

LC °C

R221

Function

off

R222

°C

On value

150.0

R223

°C

Off value

150.0

R224

s

On Delay

0

R225

s

Off Delay

0

R226

°C

A.Thresh

150.0

R227

LC State

MAX
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R2 （3）
P （ID） 制御の設定

LC PV = 警報出力 pH/ORP

（1）

LC C = 警報出力 T （2）

PID 制御出力（3）
タ イマー （4）

Clean = ケモ ク リ ーン （5）
中和制御出力

ENTER で確定する と、 すでにオンに

なっている リ レー機能はオフにな り 、

すべて初期設定に戻 り ます。

R231
R2 （3） オフ / オン

切 り 替え機能

Off
On

Basic

PID+B

On = PID 制御

Basic = 基本負荷注入

PID+B = PID 制御 + 基本負荷注入

R232 設定値の入力

pH 16.00
pH -2.00 ～ 16.00

1500 mV
-1500 ～ 1500 mV

0.0 %
0.0 ～ 100.0 %

この設定値が制御システムによ って維

持されます。 偏差発生時 （上または下）

に制御プロセスによ って再確立されま

す。

R233
コ ン ト ロールゲイ

ン Kp の入力 

1.00
0.01 ～ 20.00

「P （ID） 制御」 参照。

R234
積分時間 Tn の入力

（0.0 = I 要素な し）

0.0 分
0.0 ～ 999.9 分

「P （ID） 制御」 参照。

ホール ド のつど、 I 要素はゼロに リ セ ッ

ト されます。 ホール ド は S2 でオフにで

き ますが、 ケモ ク リ ーン、 タ イマーの

場合はオフにでき ません。

R235
微分時間 Tv の入力 

（0.0 = D 要素な し）

0.0 分
0.0 ～ 999.9 分

「P （ID） 制御」 参照。

R236 制御特性の選択
dir = 正
inv = 逆

制御の偏 り に応じ て、 設定が必要な場

合と 不要な場合があ り ます （上下の偏

り 、 「ケモ ク リ ーン機能」 参照）。

R237
パルス幅またはパ

ルス周波数の選択

len = パルス幅
Freq = パルス周波数

Curr = 電流出力 2

パルス幅 ： ソ レ ノ イ ド バルブ等、 パル

ス周波数 ： ソ レ ノ イ ド式軽量ポンプ

等 （「信号出力の作動」 参照）。

O2 で Contr 選択時のみ Curr で電流出

力 2 を選択でき ます。

R238 パルス間隔の入力
10.0 秒
0.5 ～ 999.9 秒

このフ ィ ール ド は、 R237 でパルス幅を

選択し ている場合のみ表示されます。

パルス周波数を選択する と R238 はス

キ ッ プされ、 R239 で入力が続き ます。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

R2

Sel.Type

PID

R231

Function

off

pH

R232

Setpoint

16.00

R233

Kp

1.00

R234

min

Time Tn

0.0

R235

min

Time Tv

0.0

R236

Direction

dir

R237

Oper.Mode

len

R238

s

PulsePer.

10.0
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R239
最大パルス周波数

の入力

120 分 -1

60 ～ 180 分 -1

このフ ィ ール ド は、 R237 でパルス周波

数を選択し ている場合のみ表示されま

す。 パルス周波数を選択する と R239 は

スキ ッ プされ、 R2310 で入力が続き ま

す。

R2310
最小オン時間 tON の

入力 

0.3 秒
0.1 ～ 5.0 秒

このフ ィ ール ド は、 R237 でパルス幅を

選択し ている場合のみ表示されます。

R2311 基本負荷の入力
0 %
0 ～ 40 %

基本負荷を選択し、 必要な注入量を入

力し ます。

100% の基本負荷は以下のよ う にな り ま

す。
– R237 が len の と きは常にオン

– R237 が feq の と き最大パルス周波数

（Fmax）
– R237 が curr の と き 20 mA

R2312
プロセス タ イプの

入力

Batch
Inlne

Batch = 非連続プロセス （バッ チ）

Inlne = 連続プロセス （イ ン ラ イ ン）

バッ チモード では、 設定レ ンジ内で さ

らに添加が行われる こ と はあ り ません。

I 要素が減少し ます。

イ ン ラ イ ンモード では、 設定レ ンジ内

で さ らに添加が続行されます。 I 要素が

有効です。

R2 （4）
洗浄機能の設定

（タ イマー）

LC PV = 警報出力 pH/ORP

（1）

LC C = 警報出力 T （2）

PID 制御出力 （3）

タイマー （4）

Clean = ケモ ク リ ーン （5）
中和制御出力 （6）

洗浄は 1 種類の洗剤のみを使って行な

われます （通常は水） （図 41 参照）。

ENTER で確定する と、 すでにオンに

なっている リ レー機能はオフにな り 、

すべて初期設定に戻 り ます。

R241
R2 （4） オフ / オン

切 り 替え機能

Off
On

R242
すすぎ / 洗浄時間

の入力

30 秒
0 ～ 999 秒

ホール ド設定と リ レー設定はこ こで指

定する時間オン と な り ます。

R243 休止時間の設定 
360 分
1 ～ 7200 分

この休止時間は、 洗浄サイ クル と洗浄

サイ クルの間隔です （「洗浄機能のタ イ

マー」 を参照）。

R244
最小休止時間の入

力

120 分
1 ～ R243 分

最小休止時間は、 洗浄 ト リ ガが存在す

る と きに不用意な連続洗浄を防止し ま

す。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

R239

1/min

Max.PFreq

120

R2310

s

Min.PTime

0.3

R2311

%

BasicLoad

0

R2312

%

Proc.Type

Batch

R2

Sel.Type

Timer

R241

Function

off

R242

s

RinseTime

30

R243

min

PauseTime

360

R244

min

Min.Pause

120
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R2 （5）

ケモ ク リ ーンによ

る洗浄の設定 （接

点 3 および 4 が正

し く 割当て られて

いる 4 接点バー

ジ ョ ン）

LC PV = 警報出力 pH/ORP

（1）

LC C = 警報出力 T （2）

PID 制御出力 （3）

タ イマー （4）

Clean = ケモクリーン（5）
中和制御出力 （6）

「ケモ ク リ ーン機能」 を参照。

ENTER で確定する と、 すでにオンに

なっている リ レー機能はオフにな り 、

すべて初期設定に戻 り ます。

R251
R2 （5） オフ /  オン

切 り 替え機能

Off
On

R252 開始パルスの選択

Int = 内部（タイマー制御）
Ext = 外部 （デジタル入力 2）

I+ext = 内部 + 外部

I+stp = 内部、 外部によ り 取

消

"int" のサイ クルは、 休止時間の終了後

カ ウ ン ト が始ま り ます （R257）。

実時間時計はあ り ません。

不規則な間隔 （週末など） には外部取

消が必要です。

R253
前すすぎ時間の

入力

20 秒
0 ～ 999 秒

すすぎには水が使用されます。

R254 洗浄時間の入力
10 秒
0 ～ 999 秒

洗浄には洗浄剤 と水の混合液が使用さ

れます。

R255
後すすぎ時間の

入力

20 秒
0 ～ 999 秒

すすぎには水が使用されます。

R256
反復サイ クル数の

入力

0
0 ～ 5

R253 ～ R255 が反復されます。

R257 休止時間の設定 
360 分
1 ～ 7200 分

休止時間 と は、 2 つの洗浄サイ クル間の

時間です （「洗浄機能のタ イマー」 を参

照）。

R258
最小休止時間の

入力

120 分
1 ～ R257 分

最小休止時間は、 外部洗浄開始が存在

する と きに不用意な連続洗浄を防止し

ます。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

R2

Sel.Type

Clean

R251

Function

off

R252

CleanTrig

int

R253

s

PreRinse

20

R254

s

CleanTime

10

R255

s

PostRinse

20

R256

Rep.Rate

0

R257

min

PauseTime

360

R258

min

Min.Pause

120
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R259

洗浄サイ クルの回

数 （エコ ノ ミ ー機

能） の入力

0
0 ～ 9

洗浄液によ る洗浄の後、 次回の洗浄剤

によ る洗浄サイ クルが実施される まで

水だけを使用する洗浄サイ クルが最大 9 

回までの設定し た回数行なわれます。

R2 （6） 中和制御の設定

LC PV = 警報出力 pH/ORP

（1）

LC C = 警報出力 T （2）

PID 制御出力 （3）

タ イ マー （4）

Clean = ケモ ク リ ーン （5）
中和制御出力（6）

A1 = pH の場合のみ。

Rel1 に中和制御を選択する と 、 Rel2 に

は中和制御しか表示されません。

ENTER で確定する と、 すでにオンに

なっている リ レー機能はオフにな り 、

すべて初期設定に戻 り ます。

R261
R2 （6） オフ / オン

切 り 替え機能

Off
On

R262
設定値 1 （または 

2） の入力

pH 6.00
pH -2.00 ～ 16.00

中和制御の リ レー割当て 1 および 2 ：

Rel1 = 設定値 1

Rel2 = 設定値 2

R263

リ レー容量 Kp1

（または Kp2） の

入力 

1.00
0.10 ～ 20.00

中和制御の リ レー割当て 1 および 2 ：

Rel1 = Kp1

Rel2 = Kp2

R264

積分動作時間 Tn1

（または Tn2） の

入力

（0.0 = I 要素な し）

0.0 分
0.0 ～ 999.9 分

中和制御の リ レー割当て 1 および 2 ：

Rel1 = Tn1

Rel2 = Tn2

R265

微分動作時間 Tv1

（または Tv2） の

入力

（0.0 = D 要素な し）

0.0 分
0.0 ～ 999.9 分

中和制御の リ レー割当て 1 および 2 ：

Rel1 = Tv1

Rel2 = Tv2

R266
パルス幅またはパ

ルス周波数の選択

len = パルス幅
Freq = パルス周波数

Curr = 電流出力 2

パルス幅 ： ソ レ ノ イ ド バルブ等、 パル

ス周波数 ： ソ レ ノ イ ド式軽量ポンプ

等 （「信号出力の作動」 参照）。

O2 で Contr 選択時のみ Curr で電流出

力 2 を選択でき ます。

R267 パルス間隔の入力
10.0 秒
0.5 ～ 999.9 秒

このフ ィ ール ド は、 R266 でパルス幅を

選択し ている場合のみ表示されます。

パルス周波数を選択する と R267 はス

キ ッ プされ、 R268 で入力が続き ます。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

R259

EconomyCl

0

R2

Sel.Type

Neutr

R261

Function

off

R262

pH

Setpoint1

6.00

R263

Kp Rel1

1.00

R264

min

Tn Rel1

0.0

R265

min

TV Rel1

0.0

R266

Oper.Mode

len

R267

s

Puls Per.

10.0
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R268
最大パルス周波数

の入力

120 分 -1

60 ～ 180 分 -1

このフ ィ ール ド は、 R266 でパルス周波

数を選択し ている場合のみ表示されま

す。

パルス周波数を選択する と R268 はス

キ ッ プされ、 R269 で入力が続き ます。

R269
最小オン時間 tON の

入力 

0.3 秒
0.1 ～ 5.0 秒

このフ ィ ール ド は、 R266 でパルス幅を

選択し ている場合のみ表示されます。

R2610
プロセス タ イプの

入力

Batch
Inlne

Batch = 非連続プロセス （バッ チ）

Inlne = 連続プロセス （イ ン ラ イ ン）

バッ チモード では、 設定レ ンジ内で さ

らに添加が行われる こ と はあ り ません。

I 要素が減少し ます。

イ ン ラ イ ンモード では、 設定レ ンジ内

で さ らに添加が続行されます。 I 要素が

有効です。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

R268

1/min

Max.PFreq

120

R269

s

Min.PTime

0.3

R2610

%

Proc.Type

Batch
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6.6.7 サービス

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

S
機能グループ

「サービス」 
サービ ス機能の設定

S1 言語の選択

ENG = 英語
GER = ド イ ツ語

FRA = フ ラ ン ス語

ITA = イ タ リ ア語

NL = オラ ンダ語

ESP = スペイ ン語

このフ ィ ール ド は、 機器の設定時に 1 回

設定する必要があ り ます。 設定後は、 S1 

を終了し てほかの設定に進むこ と ができ

ます。

S2 ホール ド設定

S+C = 設定時および校正時の
ホールド
Cal = 校正時のホール ド

Setup = 設定時のホール ド

None = ホール ド な し

S = セ ッ ト ア ッ プ

C = 校正

S3 手動ホール ド
Off
On

この設定は電源を切って も引き続き有効

です。

S4
ホール ド遅延時間

の入力

10 秒
0 ～ 999 秒

S5

ソ フ ト ウ ェ アア ッ

プグレード リ リ ー

ス コード の入力

（プラ スパッ ケー

ジ）

0000
0000 ～ 9999

誤ったコード を入力する と 、 測定 メ

ニューに戻 り ます。

数字は + キーか - キーで編集し、ENTER 

キーで確定し ます。

コード が有効になっていれば、 “1” が表

示されます。

S6

ケモ ク リ ーンの ソ

フ ト ウ ェ アア ッ プ

グレード リ リ ース

コード の入力

0000
0000 ～ 9999

誤ったコード を入力する と 、 測定 メ

ニューに戻 り ます。

数字は + キーか - キーで編集し、ENTER 

キーで確定し ます。

コード が有効になっていれば、 “1” が表

示されます。

S7
オーダー番号の表

示

機器がア ッ プグレード される と、 オー

ダーコード が自動的に調整されます。

S8
シ リ アル番号の表

示

S

SERVICE

S1

Language

ENG

S2

Auto HOLD

S+C

S3

Man. HOLD

off

S4

s

Cont.Time

10

S50000

PlusCode

S6

CleanCode

0000

S7

PR0005

order

S8

12345678

SerNo
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S9

変換器を基本設定

に リ セ ッ ト
No
Sens = センサデータ を リ セ ッ

ト

Facty = 初期設定に リ セ ッ ト

Sens = 最後の校正データが消去され、 初

期設定に リ セ ッ ト されます。

Facty = すべてのデータ （A1 a. S1 以外）

が消去され、 初期設定に リ セ ッ ト されま

す。

S10
変換器テス ト の実

行

No
Displ = デ ィ スプレ イ テス ト

S11 基準電圧の表示 現在の値 （mV）

この値を使用し て、 基準電位をチェ ッ ク

し ます。 値が 50 mV 以上の場合、 測定

物に電圧がかかっている こ と を示し ま

す。

値が高い （1000 mV 以上） と 、 測定値が

不正確にな る可能性があ り ます。

S12 AC 周波数の選択
50 Hz
60 Hz

設置場所の電圧周波数が 60 Hz の場合

や、 測定値の変動や SCS エラーの発生

が確認される場合にのみ、 60 Hz を選択

し て く ださい。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

S9

S.Default

no

S10

Test

no

S11

mV

uncompRef

25

S12

Hz

AC Freq

50
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6.6.8 E+H サービス

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 注意

E
機能グループ

「E+H グループ」 
変換器のバージ ョ ンに関する情報

E1 モジュールの選択

Contr = コントローラ （1）

Trans = 変換器 （2）

Main = 電源ユニ ッ ト （3）

Rel = リ レーモジュール

（4）

Sens = センサ （5）

Memosens 対応機器の場合にのみ、

"Sens = センサ " は表示されます。

E111

E121

E131

E141

E151

ソ フ ト ウ ェ アバー

ジ ョ ンの表示

E1 が contr の場合は機器のソ フ ト ウ ェ

ア

E1 が trans、 main、 rel の場合はモ

ジ ュールのフ ァーム ウ ェ ア

E1 が sens の場合はセンサのソ フ ト

ウ ェア

E112

E122

E132

E142

E152

ハード ウ ェ アバー

ジ ョ ンの表示
表示機能のみ

E113

E123

E133

E143

E153

シ リ アル番号の表

示
表示機能のみ

E114

E124

E134

E144

E154

モジュール ID の表

示
表示機能のみ

E

E+H SERV

E1

Select

Contr

E111

SW-Vers.

xx.xx

E112

HW-Vers.

xx.xx

E113

12345678

SerNo

E114

Modul-ID

LSG
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6.6.9 イ ン ターフ ェ イス

6.7 通信

通信イ ン ターフ ェ イ ス を搭載し た機器については、 個別の取扱説明書 BA00208C （HART） また
は BA00209C （PROFIBUS） も参照し て く ださい。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

I
機能グループ

「インターフェイ
ス」 

通信設定 （HART または PROFIBUS 仕

様のみ）

I1
バスア ド レ スの入

力

ア ド レ ス

HART ： 0 ～ 15

または

PROFIBUS ： 0 ～ 126

各ア ド レ スはネ ッ ト ワーク で一度だけ

使用可能です。

機器のア ド レ ス  0 を選択する と 、 電

流出力は自動的に 4 mA に設定され、

機器はマルチ ド ロ ッ プ操作に設定され

ます。

I2 測定点の表示

I

INTERFACE

I1

Address

126126

I2

@@@@@@@@

Tag
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6.8 校正

機能グループ 「校正」 にア ク セスするには、 CAL キーを押し て く ださい。
この機能グループを使用し て、 センサを校正し ます。 さ まざまな校正方法があ り ます。

• pH 値が判明し ている 2 種類の校正液を測定する方法
• ス ロープおよびゼロ点のデータ を入力する方法
• mV 値または異なる 2 つの % 値を入力する方法 （ORP 測定の場合）

以下に注意し て く ださい。
• 初期設定時に、 計測システムで正確な測定値が出力される よ う 校正する こ と が必要不可欠です

（Memosens 対応センサを除 く ）。
• + キーと - キーを同時に押し て校正を中止し た （C19、 C25、 または C36 に戻る） 場合、 また

は校正に失敗し た場合は、 元の校正データが再び使用されます。 校正エラーは、 デ ィ スプレ イ
上に "ERR" で示され、 センサシンボルが点滅し ます。
その場合は、 再校正を行なって く ださ い。

• 校正時には毎回、 機器が自動的にホール ド に切 り 替え られます （初期設定）。
• 校正の確定後は、 オフセ ッ ト 値が自動的に消去されます。
• ス ロープまたはゼロ点が C16 および C17 で指定し たレ ンジの範囲外になる と、 ス ロープに対

し てエラー 32、 ゼロ点に対し てエラー 33 が出力されます。 電極をチェ ッ ク し、 必要に応じ て
交換する必要があ り ます。

• 事前校正されたデジ タルセンサ （Memosens 対応） を接続する と、 校正データは自動的に変換

器に伝送されます。

ISFET センサ校正時の注意事項

スイッチオン動作
計測システムの電源を入れる と制御回路が形成されます。 この間 （約 5 ～ 8 分）、 測定値が実際
の値に調整されます。 こ の定着動作は、 pH 測定用半導体 と比較電極間の液膜が遮断された場合
に必ず行われます （例 ： 保管時の乾燥や、 圧縮空気によ る念入 り な洗浄に起因）。 定着時間は、 遮
断の長さに応じ て異な り ます。

光に対する感受性
半導体素子と同様、 ISFET チ ッ プは光に敏感です （測定値の変動） 。 ただし、 センサが直接日光
にさ ら されない限 り 、 測定値には影響あ り ません。 そのため、 校正時は直射日光を避けて く ださ
い。 通常の周囲光が測定に影響を及ぼすこ と はあ り ません。
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機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

C （1）
機能グループ

「校正」 
校正 pH

A1 = pH の場合のみ。

2 種類の標準液を使用し た校正。

C11 校正温度の入力
25.0 ℃
-50.0 ～ 150.0 ℃

B1 = MTC の場合のみ。

C12
標準液 1 の pH 値の

入力

前回の校正の緩衝値
pH 0.00 ～ 14.00

表示値を編集でき ます。 この値は、 対

応する標準液に応じ て決定し ます。

指示された標準液に電極を浸漬させます。 ATC 操作の場合は、 温度

センサも標準液に浸漬させる必要があ り ます。 CAL キーを押すと、 現

在の測定値が表示されます。 再度 CAL キーを押すと 、 校正が開始し

ます。

等電位測定操作の場合は、等電位ピン
も標準液に浸漬させる必要があります。

C13

校正の実施

デ ィ スプレ イの

点滅

安定性チェ ッ ク ：

10 秒以上、 ±pH 0.05 以下に安定性が

保たれる と値が確定し ます。

1. 手動継続：値が安定し た場合、 CAL キーを押し て標準液 1 の校正を確定でき ます。

2. 自動継続：値が安定し た場合 （測定値間の差分が 0.05 以下、 10 秒以上値が一定） に実行されます。 5 分以内に値が安定化し なかった場合

は、 エラー 44 が出力され、 校正が中断し ます。

C14
標準液 2 の pH 値の

入力

前回の校正の緩衝値
pH 0.00 ～ 14.00

標準液の pH 値は、 標準液 1 の値 と は

別でなければな り ません。

妥当性チェ ッ ク が行われます。

標準液 2 の手順は標準液 1 と同じです。

C15

校正の実施

デ ィ スプレ イの

点滅

10 秒以上、 ±pH 0.05 以下に安定性が

保たれる と値が確定し ます。

C16 ス ロープの表示

標準値
ガ ラ ス ： 59.16 mV/pH
38.00 ～ 65.00 mV/pH

アンチモン ： 59.16 mV/pH
25.00 ～ 65.00 mV/pH

ISFET ： 59.16 mV/pH
38.00 ～ 65.00 mV/pH

CAL キーを押し ます。

C

CALIBRAT

C11

°C

MTC temp.

25.0

C12

pH

Buffer 1

7.00

C13

pH

Buffer 1

7.00

C14

pH

Buffer 2

4.00

C15

pH

Buffer 2

4.00

C16

mV/pH

Slope

59.16
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C17
ゼロ点 （zero 

point / U_is） の表示

標準値
ガ ラ ス ： pH 7.00
pH 5.00 ～ 9.00

アンチモン ： pH 1.00
pH -1.00 ～ 3.00

ISFET ： 現在の値
-500 ～ +500 mV

ISFET の場合、 ゼロ点は mV で表示さ

れます。

CAL キーを押し ます。

C18
校正ステータ スの

表示

表示 ：

o.k. またはエラーコード

CAL キーを押し ます。

C19 校正結果の保存

yes
no

New

C18 で E xx が表示された場合、 No ま

たは New のみ選択可。

New の場合は C に戻 り 、

Yes/No の場合は 「測定」 に戻 り ます。

電極を再度プロセスに組み込むこ と が可能です。

C （2）

機能グループ

「校正」 ：

ORP （mV） の校正

ORP（mV）の校正 A1 = ORP （mV） の場合のみ。

測定変換器には校正された mV 表示レ ンジがあ り ます。 1 つの 標準液

で mV 絶対値が設定されます （測定チェーンオフセ ッ ト の調整）。 こ

れには、 225 または 475 mV の標準液の使用を推奨し ます。

最大許容校正オフセ ッ ト は ±100 mV 

です。

C21
使用する ORP 標準

液の mV 値の入力

現在の測定値
1500 ～ 1500 mV

等電位測定操作の場合は、等電位ピン
も標準液に浸漬させる必要があります。

C22

校正の実施

デ ィ スプレ イの

点滅

mV 値

安定性チェ ッ ク ：

10 秒以上、 ±1 mV 以下に安定性が保

たれる と 値が確定し ます。

C23
ゼロ点の表示 -100 ～ 100 mV

C24
校正ステータ スの

表示

表示 ：

o.k. またはエラーコード

CAL キーを押し ます。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

C17

pH

Zero

7.00

C18

Status

o.k.

C19

Store

yes

C

CALIBRAT

C21

mV

mV Buffer

225

C22

mV

CAL mV

225

C23

mV

Zero

0

C24

Status

o.k.
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C25 校正結果の保存

yes
no

new

C24 で E xxx が表示された場合、 No ま

たは New のみ選択可。

New の場合は C に戻 り 、

Yes/No の場合は 「測定」 に戻 り ます。

C （3）

機能グループ

「校正」 ：

ORP （%） の校正

ORP（%）の校正 壁面作用の補償を伴 う センサ調整

校正のため、 測定物のサンプルを 2 つの容器に入れます。 容器 1 の

内容物を解毒化 （中和） し ます。 容器 2 の内容物は変更し ません。

「毒性」 サンプルに相対値 80 % を設定し ます。 「非毒性」 サンプルに

相対値 20 % を設定し ます。

デフ ォル ト 値 ：

0 % = -1000 mV

100 % = +1000 mV

校正レ ンジは ±1500 mV、 最小差分は 

60 mV にな ら なければな り ません。

C31
「毒性」 サンプルの 

80% 値の決定

80%
0 ～ 100%

CAL キーを押し て、 「毒性」 サンプル

の校正を開始し ます。 値が安定するか、

または CAL キーを押すと 、 値が確定し

ます （校正 pH を参照）。

C32

校正の実施

デ ィ スプレ イの

点滅

mV 値の表示
10 秒以上、 ±5 mV 以下に安定性が保

たれる と 値が確定し ます。

C33

「非毒性」 サンプル

の 20% 値の決定

20%
0 ～ 100%

「非毒性」 サンプルで値 2 を校正するに

は、 C31 の手順を繰 り 返し ます。

C34

校正の実施

デ ィ スプレ イの

点滅

mV 値の表示

安定性チェ ッ ク ：

10 秒以上、 ±5 mV 以下に安定性が保

たれる と 値が確定し ます。

C35
校正ステータ スの

表示

表示 ：

o.k. またはエラーコード

CAL キーを押し ます。

C36 校正結果の保存

yes
no

new

C35 で E xxx が表示された場合、 No ま

たは New のみ選択可。

New の場合は C に戻 り 、

Yes/No の場合は 「測定」 に戻 り ます。

電極を再度プロセスに組み込むこ と が可能です。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

C25

Store

yes

C

CALIBRAT

C31

%

Sample 1

80

C32

mV

CAL 80%

200

C33

%

Sample 2

20

C34

mV

CAL 20%

50

C35

Status

o.k.

C36

Store

yes
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数値校正

数値校正中に、 ス ロープ と ゼロ点を手動で修正でき ます。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

N
機能グループ

「数値校正」 

N1 基準温度の入力
25.0 ℃
-50.0 ～ 150.0 ℃

N2 ス ロープの入力

ガ ラ ス ： 59.16 mV/pH
38.00 ～ 65.00 mV/pH

アンチモン ： 59.16 mV/pH
25.00 ～ 65.00 mV/pH

ISFET ： 59.16 mV/pH
38.00 ～ 65.00 mV/pH

A4 = ISFET の場合 ： 製造者証明書のス

ロープを入力し ます。

N3 ゼロ点の入力

ガ ラ ス ： 7.00 pH
5.00 ～ 9.00 pH

アンチモン ： 1.00 pH
-1.00 ～ 3.00 pH

ISFET ： 0 mV
-500 ～ +500 mV

A4 = ISFET の場合 ： 製造者証明書の電

圧 UIS を入力し ます。

N4
校正ステータ スの

表示

表示 ：

o.k. またはエラーコード

CAL キーを押し ます。

N5
校正結果の保存

yes
no

new

N

NUMERIC

N1

T°C Ref

25°C

N2

mv/pH

Slope

59.16

N3

pH

Zero

7.00

N4

pH

Status

o.k.

N5

pH

Store

yes
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オフセ ッ ト

機能グループ 「オフセ ッ ト 」 の設定は、 基準測定に対する測定調整に使用でき ます。 これには、
すべての測定値の線形シフ ト が必要です。
つま り 、 1 つの測定値に対する調整値が判明する と、 他の値も同じ調整値で計算されます。

C07-CPM2x3xx-05-06-00-xx-005.eps

図 44 : オフセ ッ ト

X 時間

Y 測定値

A 校正値

B 現在の測定値

校正後、 オフセ ッ ト は自動的にゼロに設定されます。

Y

X

A

B

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

V
機能グループ

「pH または ORP の
オフセット」

選択し た操作モード に応じ て、 pH また

は ORP が表示されます （つま り 、 直接

接続はでき ません）。

V1
必要な測定値の

入力

現在の測定値
pH -2.00 ～ 16.00

-1500 ～ 1500 mV

0.0 ～ 100.0 %

表示を編集でき ます。

入力値は、 実際値に対し て最大 

±2.0 pH / ±120 mV / ±50 % 異な る こ

と が可能です。

V2
現在のオフセ ッ ト

の表示

pH 0.00
pH -2.00 ～ 2.00

0 mV
-120 ～ 120 mV

0.0 %
-50.0 ～ 50.0 %

V3
校正ステータ スの

表示

表示 ：

o.k. またはエラーコード

CAL キーを押し ます。

V4 校正結果の保存

yes
no

new

V3 で E xxx が表示された場合、 No ま

たは New のみ選択可。

New の場合は V に戻 り 、

Yes/No の場合は 「測定」 に戻 り ます。

V

OFFSET

V1

pH

Real PV

0.00

V2

pH

PV Offset

0.00

V3

Status

o.k.

V4

Store

yes
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7 診断および ト ラ ブルシューテ ィ ング

7.1 ト ラ ブルシューテ ィ ング方法

こ の変換器は変換器自身の機能を常時監視し ています。 機器が認識でき るエラーが発生する と、
デ ィ スプレ イに示されます。 エラー番号はデ ィ スプレ イの主要測定値の下に表示されます。 複数
のエラーが発生し た場合、 - キーを使用し てエラーを呼び出すこ と ができ ます。
エラー番号と対策については、 「システムエラー メ ッ セージ」 の表を参照し て く ださい。
不具合が発生 し て も 変換器にエ ラ ー メ ッ セージが表示 さ れない場合は、 「プ ロ セ ス 固有のエ
ラー」 または 「機器固有のエラー」 の表を参照し てエラーを特定し、修正し て く ださい。 これらの
表には、 必要なスペアパーツに関する追加情報が記載されています。

7.2 システムエラー メ ッ セージ

エラー メ ッ セージは、 - キーを使用し て表示および選択する こ と が可能です。

エラー
No.

表示 テスト / 対策 アラーム接点 エラー電流出力 洗浄自動
スタート

PROFIBUS 
のステータス

工場
設定 

ユーザ
設定

工場設
定 

ユーザ
設定

工場
設定 

ユーザ
設定

pH 温度

E001 EEPROM メ モ リ エラー 1. 機器の電源を切 り 、 再度オンにす

る。

2. オプ ト ス コープでハード ウ ェア と

互換性のあ る機器ソ フ ト ウ ェアを

ロードする （「オプ ト ス コープ

サービ ス ツール」 を参照）。

3. 測定するパラ メ ータに合った機器

ソ フ ト ウ ェアを ロードする。

4. エラーが解消されない場合は、 最

寄の Endress+Hauser 営業所また

は代理店に機器の修理または交換

を依頼する。

Yes No — —1) 0C 0C

E002

機器が校正されていな

い、 校正データが無効、

ユーザデータがない、

ユーザデータが無効

（EEPROM エラー）、 ソ フ

ト ウ ェ ア と ハード ウ ェ ア

（コ ン ト ローラ） の互換

性がない

Yes No — —1 0C 0C

E003 ダウ ン ロード エラー

無効な設定。 ダウ ン ロード をや り 直

すか、 オプ ト ス コープをチェ ッ クす

る。

Yes No No 0C 0C

E004

機器の ソ フ ト ウ ェアバー

ジ ョ ン と モジュールの

ハード ウ ェアバージ ョ ン

の互換性がない

ハード ウ ェア と 互換性のあ る ソ フ ト

ウ ェアを ロードする。

測定するパラ メ ータに合った機器ソ

フ ト ウ ェ アを ロードする。

Yes No No 0C 0C

E007

変換器の故障、 機器のソ

フ ト ウ ェ ア と変換器の

バージ ョ ンの互換性がな

い

Yes No — —1 0C 0C

E008

SCS ア ラーム ：

ガ ラ ス電極 ： ガ ラ スの破

損

ISFET ： リ ーク電流 > 

400 nA

ガ ラ ス電極のガ ラ ス破損または細い

亀裂がないかチェ ッ クする。

電極プラ グ イ ンヘッ ド に湿気がない

か点検し、 必要に応じ て乾燥させる。

測定物の温度をチェ ッ クする。

ISFET を交換する。

Yes No No 0C 80

E010

温度センサが故障し てい

るか、 接続されていな

い、 または短絡し ている

温度センサ と接続をチェ ッ クする。

必要に応じ て機器と測定ケーブルを

温度シ ミ ュ レータでチェ ッ クする。

フ ィ ール ド A5 で選択し たオプシ ョ ン

が適切かど う かチェ ッ クする。

Yes No No 80 0C

E029 SCS 比較電極の警告

センサ自己テス ト 中にエラーを検出。

センサをチェ ッ クする。 必要に応じ

て交換する。

Yes No — 0C 0C

E030 SCS 比較電極の警告
比較電極の汚れや損傷をチェ ッ ク し、

電極を洗浄する。
Yes No No 0C 80
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E032
ス ロープのレ ンジを

超過 / 下回る
再度校正を行って標準液を更新する。

必要に応じ て電極を交換する。 機器

と 測定ケーブルをシ ミ ュ レータで

チェ ッ クする

No No — —1 80 80

E033
pH 値ゼロが低すぎ る / 

高すぎ る
No No — —1 80 80

E034
ORP オフセ ッ ト レ ンジを

超過 / 下回る
No No — —1 80 80

E041
校正パラ メ ータの計算が

中断

再度校正を行って標準液を更新する。

必要に応じ て電極を交換する。 機器

と 測定ケーブルをシ ミ ュ レータで

チェ ッ クする

No No — —1 80 80

E042

ゼロ点 （pH 7） と 標準液 

pH 2 の校正値の間隔が

近すぎ る

電極ゼロ点から最低  pH = 2 の標準

液を使用する。
No No — —1 80 80

E043
pH 1 と  pH 2 の校正値の

間隔が近すぎ る

最低  pH = 2 以上の標準液を使用す

る。
No No — —1 80 80

E044
校正の安定要件が満た さ

れない

再度校正を行って標準液を更新する。

必要に応じ て電極を交換する。 機器

と 測定ケーブルをシ ミ ュ レータで

チェ ッ クする

No No — —1 80 80

E045 校正が中断し た

再度校正を行って標準液を更新する。

必要に応じ て電極を交換する。 機器

と 測定ケーブルをシ ミ ュ レータで

チェ ッ クする

No No — —1 80 80

E046
電流出力 1 のパラ メ ータ

リ ミ ッ ト が混同し ている
設定を訂正する。

Yes No — —1 80 80

E047
電流出力 2 のパラ メ ータ

リ ミ ッ ト が混同し ている
Yes No — —1 80 80

E055 SCS 比較電極の警告

電極の汚れや損傷をチェ ッ ク し、 電

極を洗浄する。 エラーが発生する ま

では測定の継続が可能。

Yes No No 44 80

E057
主要パラ メ ータの測定範

囲上限を超えた
Yes No No 44 80

E059
温度の測定範囲下限を下

回った
Yes No No 80 44

E061
温度の測定範囲上限を超

えた
Yes No No 80 44

E063
電力出力レ ンジ 1 を下

回った

「電流出力」 メ ニューで設定をチェ ッ

クする。 測定と 接続をチェ ッ クする。

必要に応じ て機器と測定ケーブルを

シ ミ ュ レータでチェ ッ クする。

Yes No No 80 80

E064
電流出力レ ンジ 1 を上

回った
Yes No No 80 80

E065
電流出力レ ンジ 2 を下

回った
Yes No No 80 80

E066
電流出力レ ンジ 2 を上

回った
Yes No No 80 80

E067
設定点がコ ン ト ローラ 1 

を超えた

設定をチェ ッ クする。

Yes No No 80 80

E068
設定点がコ ン ト ローラ 2 

を超えた
Yes No No 80 80

E069
設定点がコ ン ト ローラ 3 

を超えた
Yes No No 80 80

E070
設定点がコ ン ト ローラ 4 

を超えた
Yes No No 80 80

エラー
No.

表示 テスト / 対策 アラーム接点 エラー電流出力 洗浄自動
スタート

PROFIBUS 
のステータス

工場
設定 

ユーザ
設定

工場設
定 

ユーザ
設定

工場
設定 

ユーザ
設定

pH 温度
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E080
電流出力 1 のレ ンジが小

さすぎ る 「電流出力」 メ ニューでレ ンジを広げ

る。

Yes No — —1 80 80

E081
電流出力 2 のレ ンジが小

さすぎ る
Yes No — —1 80 80

E085
エラー電流の設定が正し

く ない

フ ィ ール ド O311 で電流レ ンジ "0 ～

20 mA" が選択されている場合、 エ

ラー電流 "2.4 mA" は設定でき ない。

Yes No No  80 80

E094
互換性のないセンサバー

ジ ョ ン

デジ タルセンサ と 変換器の互換性が

ない。 防爆仕様のセンサ と非防爆仕

様の変換器、 またはその逆が使用さ

れている可能性があ る。

Yes No No  0C 0C

E100
電流シ ミ ュ レーシ ョ ンが

オン
No No — —1 80 80

E101 サービ ス機能が作動中
サービ ス機能をオフにするか、 機器

の電源を切 り 、 再度オンにする。
No No — —1 80 80

E102 手動モード がオン No No — —1 80 80

E106 ダウ ン ロード が作動中 ダウ ン ロード が終わる まで待つ。 No No — —1 80 80

E116 ダウ ン ロード エラー ダウ ン ロード をや り 直す。 Yes No — —1 0C 0C

E127

Memosens の電源異常。

センサの通信は確立され

ているが、 電流値が低す

ぎ る。

Memosens の接続部が正し く 挿入 / 

ロ ッ ク されているかチェ ッ クする。
Yes No No 0C 0C

E147 センサの通信エラー

センサが正し く 接続されているか、

ケーブル終端が正し く 端子に配線さ

れているか、 ケーブルに損傷がない

かチェ ッ クする。

Yes No No 0C 0C

E152 PCS ア ラーム センサ と 接続をチェ ッ クする。 Yes No No 44 44

E153 校正オフセ ッ ト が範囲外

1. 再校正を行な う 。

2. 校正液をチェ ッ クする。

3. センサを交換する。

No No No 80 80

E154

ア ラーム下限し きい値が

設定し た遅延時間を超え

て下回った

必要に応じ て手動で比較測定を行な

う 。 センサを点検修理し、 校正をや り

直す。

Yes No No -2) -

E155

ア ラーム上限し きい値を

設定し た遅延時間以上超

えた

Yes No No - -

E156

設定し た許容最大時間を

超えて実際値がア ラーム

し きい値を下回った

Yes No No - -

E157

設定し た許容最大時間を

超えて実際値がア ラーム

し きい値を上回った

Yes No No - -

E162 注入制御停止
電流入力と 機能グループ 「チェ ッ ク」

の設定をチェ ッ クする。
Yes No No - -

E164
pH コ ンバータのダ イナ

ミ ッ ク レ ンジが超過し た
ケーブル と センサをチェ ッ クする。 Yes No — - -

E166

リ フ ァ レ ン ス コ ンバータ

のダ イナ ミ ッ ク レ ンジが

超過し た

ケーブル と センサをチェ ッ クする。 Yes No — - -

E168
警告 ： ISFET リ ーク電

流 > 200 nA

ISFET の摩耗と 機密性をチェ ッ ク し、

早急に交換する。
No No No - -

E171
本流の流量が低すぎ るか

ゼロ
流量を回復させる。 Yes No No - -

エラー
No.

表示 テスト / 対策 アラーム接点 エラー電流出力 洗浄自動
スタート

PROFIBUS 
のステータス

工場
設定 

ユーザ
設定

工場設
定 

ユーザ
設定

工場
設定 

ユーザ
設定

pH 温度
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E172
電流入力のス イ ッ チオフ

点を超えた

測定機器でプロセス変数をチェ ッ ク

する。 必要に応じ てレ ンジ割当てを

変更する。

Yes No No - -

E173 電流入力が 4 mA 未満
測定機器でプロセス変数をチェ ッ ク

する。
Yes No No - -

E174
電流入力が 20 mA を超え

た

測定機器でプロセス変数をチェ ッ ク

する。 必要に応じ てレ ンジ割当てを

変更する。

Yes No No - -

E175 SCS ガ ラ スの警告

電極のガ ラ ス破損または細い亀裂が

ないかチェ ッ クする。

測定物の温度をチェ ッ クする。

エラーが発生する までは測定の継続

が可能。

No No No 44 80

E177 SCS 比較電極の警告

電極の汚れや損傷をチェ ッ ク し、 電

極を洗浄する。 エラーが発生する ま

では測定の継続が可能。

No No No 44 80

E180 センサデータエラー

デジ タルセンサから測定値が伝送さ

れない。 センサが正し く 接続されて

いるかチェ ッ クする。

Yes No No 0C 0C

1) このエラーが発生し た と きは、 洗浄作業はス ター ト でき ません （フ ィ ール ド F8 はこのエラーに対し無効）。

2) 電流エラー メ ッ セージは PROFIBUS を介し ては表示でき ません。

エラー
No.

表示 テスト / 対策 アラーム接点 エラー電流出力 洗浄自動
スタート

PROFIBUS 
のステータス

工場
設定 

ユーザ
設定

工場設
定 

ユーザ
設定

工場
設定 

ユーザ
設定

pH 温度
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7.3 プロセス固有のエラー

以下の表を使用し て発生し たエラーの特定と修正を行なって く ださい。

エラー 考えられる原因 テスト / 対策 ツール、スペアパーツ

機器を操作でき ない、

9999 表示
操作がロ ッ ク されている

CAL キーと - キーを同時に押し て く だ

さい。
「キーの機能」 の項を参照

測定チェーンゼロ点の

調整ができ ない

リ フ ァ レ ン スシステムの毒化 新しいセンサでテス ト し て く だ さい。 pH/ORP センサ

ダ イ アフ ラ ムの目詰ま り
ダ イ アフ ラ ムを洗浄するか、 または研

磨し て く だ さい。

HCl 3 %、 ヤス リ （一方向にのみかけ る

こ と）

測定ラ イ ンがオープン 機器の pH 入力が短絡  表示 pH 7

センサの非等電位電圧が高すぎ る
ダ イ アフ ラ ムを洗浄するか、 または別

のセンサでテス ト し て く ださい。

HCl 3 %、 ヤス リ （一方向にのみかけ る

こ と）、 センサ

等電位接地 （PA/PM） 変換器  

測定物が正し く ない

非等電位 ： PE に PM または PM がない

等電位 ： PM 接続が必須

「電極の取付および測定ケーブルの接

続」 の章を参照

表示が変わら ない、 また

はゆっ く り と しか変わら

ない

センサの汚れ センサを洗浄し て く ださ い。 「pH/ORP 電極の洗浄」 の章を参照

センサの経年劣化 センサを交換し て く ださ い。 新しいセンサ

センサの故障 （比較電極） センサを交換し て く ださ い。 新しいセンサ

内部標準液がない

KCl 補給をチェ ッ ク し て く ださい （測

定物圧力よ り  80 kPa （11.6 psi） 高

い）。

KCl （CPY 4-x）

測定チェーン ス ロープが

調整でき ない / ス ロープ

が小さすぎ る

高イ ンピーダン ス接続がない

（湿気、 汚れ）

ケーブル、 プラ グ コネ ク タ、 中継端子

箱をチェ ッ ク し て く ださ い。

pH シ ミ ュ レータ、 絶縁体、 「接続ケー

ブル と中継端子箱のチェ ッ ク」 の章を

参照

機器入力の故障 機器を直接チェ ッ ク し て く ださ い。 pH シ ミ ュ レータ

センサの経年劣化 センサを更新し て く ださ い。 pH センサ

測定チェーン ス ロープが

調整でき ない / ス ロープ

がない

ガ ラ ス隔膜に細い亀裂があ る センサを更新し て く ださ い。 pH センサ

高イ ンピーダン ス接続がない

（湿気、 汚れ）

ケーブル、 プラ グ コネ ク タ、 中継端子

箱をチェ ッ ク し て く ださ い。

pH シ ミ ュ レータ、 絶縁体、 「接続ケー

ブル と中継端子箱のチェ ッ ク」 の章を

参照

測定値が不変、 正し く な

い

センサが浸漬し ていない、 または

保護キ ャ ッ プが外れていない

取付設置をチェ ッ ク し、 保護キ ャ ッ プ

を外し て く ださい。

電極が接液し ていない
ホルダ と取付方向をチェ ッ ク し て く だ

さい。

機器内外のアース接続

絶縁し た容器でテス ト 測定を行って く

ださ い （可能であれば、 標準液を使

用）。

プラ スチッ ク容器、 標準液

ガ ラ ス隔膜に細い亀裂があ る センサを更新し て く ださ い。 pH センサ

機器動作状態に問題があ る

（キー作動に反応がない）

機器の電源を切 り 、 再度オンにし て く

ださ い。

EMC の問題 ： 問題が解消し ない と き

は、 接地、 シール ド、 ラ イ ンの配線を

チェ ッ クするか、 Endress+Hauser サー

ビ スにチェ ッ ク を依頼し て く だ さい。

温度測定が正し く ない

センサの接続が間違っている
配線図を使用し て接続をチェ ッ ク し て

く だ さい。
「電気接続」 の章の配線図を参照

測定ケーブルの不良
ケーブルに断線 / 短絡 / 分路がないか

チェ ッ ク し て く だ さい。
抵抗計

センサのタ イプが不正
機器上で温度センサのタ イプを設定し

て く ださい （フ ィ ール ド B1）。

ガ ラ ス電極 ： Pt 100

ISFET ： Pt 1000
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プロセスの pH 値が正し

く ない

温度補償が行なわれていないか正

し く ない

ATC ： 機能オン

MTC ： プロセス温度調整

測定物の導電率が低すぎ る
KCl 溶液付き pH センサを選択し て く

ださい。
例 ： Ceraliquid CPS41

流量が多すぎ る
流量を減らすか、 またはバイパスで測

定し て く だ さい。

測定物中に電位があ る

可能であれば、 PM ピンを使用するか、

または PM ピンで接地し て く ださい

（PM/PE 接続）。

特にプラ スチ ッ ク製ラ イ ンで問題が発

生し ます。

センサの汚れまたは付着
センサを洗浄し て く ださ い

（「pH/ ORP センサ」 の章を参照）。

汚れのひどい場合 ：

スプレー洗浄を使用し て く ださい。

測定値の変動

測定ケーブルの電磁ノ イ ズ
配線図に従ってケーブルを接続し て く

ださい。
「電気接続」 の章を参照

信号出力ラ イ ンの電磁ノ イ ズ

信号ラ イ ンの取 り 回し をチェ ッ ク し て

く だ さい。 必要に応じ て、 信号ラ イ ン

を他のラ イ ン と は別に配線し て く ださ

い。

信号出力ラ イ ンおよび測定入力ラ イ ン

測定物電位の電磁 ノ イ ズ
等電位測定にし て く ださ い （PML を使

用）。

可能であれば、 測定物を PM/PE 接続と

接地し ます。

等電位入力の等電位接地がない

（PA/PM）

ホルダの PM ピ ン と機器 PA/PM を接

続し て く だ さい。

制御 / 警報接点が機能し

ない

制御機能がオフになっている 制御機能をオンにし て く ださい。
「 リ レー接点の設定」 の章またはフ ィ ー

ルド R2xx を参照

制御機能が操作モード " 手動 / オ

フ " になっている

" 自動 " モード または " 手動 / オン " 

モード を選択し て く ださ い。
キーボード、 REL キー

オン遅延設定が長すぎ る
オン遅延をオフにするか、 短縮し て く

ださい。
フ ィ ール ド R2xx を参照

" ホール ド " 機能がオンになって

いる

校正時に " 自動ホール ド " になってい

る。

" ホール ド " 入力がオンになっている。

キーボード で " ホール ド " をオンにし

た。

フ ィ ール ド S2 から S4 を参照

制御 / 警報接点が連続し

て動作する

制御機能が操作モード " 手動 / オ

ン " になっている

制御機能を " 手動 / オフ " または

" 自動 " に設定し て く ださい。
キーボード、 REL キー、 AUTO キー

オフ遅延設定が長すぎ る オフ遅延を短 く し て く だ さい。 フ ィ ール ド R2xx を参照

制御回路の断線

測定値、 電流出力または リ レー接点、

ア クチュエータ、 薬液供給をチェ ッ ク

し て く ださい。

pH/mV 電流出力信号が

ない

電流出力ラ イ ンが短絡またはオー

プンになっている

ラ イ ンの接続を外し、 機器で直接測定

し て く ださい。
DC 0 ～ 20 mA 用 mA メ ータ

出力回路の故障 「診断」 の章を参照

固定の pH/mV 電流出力

信号がない

電流シ ミ ュ レーシ ョ ンがオンに

なっている

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださ

い。
フ ィ ール ド O2 を参照

プロセスシステム動作状態に問題

があ る

機器の電源を切 り 、 再度オンにし て く

ださい。

EMC 問題 ： 問題が解消し ない と きは、

取 り 付けをチェ ッ ク し て く ださい。

電流出力信号が正し く 出

力されない

電流割当てが間違っている
電流割当てをチェ ッ ク し て く だ さい。

0 ～ 20 mA または 4 ～ 20 mA
フ ィ ール ド O211

電流ループの総負荷が高すぎ る

（> 500  を超えている）

出力の接続を外し、 機器で直接測定し

て く ださい。
DC 0 ～ 20 mA 用 mA メ ータ

電流出力テーブルが入力

でき ない
値の間隔が小さすぎ る 適切な間隔を選択し て く ださい。

温度出力信号が出力され

ない

電流出力 2 が機器に装備されてい

ない

銘板でバージ ョ ンを確認し て く ださ

い。 必要に応じ て、 モジュール 

LSCH-x1 を交換し て く だ さい。

LSCH-x2 モジ ュール

「スペアパーツ」 の章を参照

PROFIBUS PA バージ ョ ンの機器で

あ る

PA バージ ョ ンの機器には電流出力は

あ り ません。

エラー 考えられる原因 テスト / 対策 ツール、スペアパーツ
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ケモ ク リ ーン機能が使用

でき ない

リ レーモジュール （LSR1-x） がな

い、 または LSR1-2 モジ ュールだ

けが設置されている。

LSR1-4 モジュールを設置し て く ださ

い。

ケモ ク リ ーンはケモ ク リ ーンア ッ プグ

レード キ ッ ト と一緒に Endress+Hauser

が供給する リ リ ース コード で有効にな

り ます。

モジ ュール LSR1-4、 「スペアパーツ」

の章を参照

プラ スパッ ケージの機能

が使用でき ない

プラ スパッ ケージが有効でない

（プラ スパッ ケージの注文時に

Endress+Hauser から支給され、 シ

リ アル番号ご と に異なる コード の

入力によ り 有効化する）

– プラ スパッ ケージに更新する場合 ：

Endress+Hauser が支給する コード を

入力し て く ださい。
– 故障し たモジュール LSCH/LSCP の

交換後 ： まず機器のシ リ アル番号

（銘板を参照） を手入力し、 その後

現在のコード を入力し て く ださい。

詳細については、 「セン ト ラルモジ ュー

ルの交換」 を参照

HART または PROFIBUS 

通信ができ ない

複数の機器が同じ ア ド レ スになっ

ている

ア ド レ ス をチェ ッ ク し、 必要に応じ て

再入力し て く ださ い。

複数の機器が同じ ア ド レ スに設定され

ている と 、 通信ができ ません。

HART 通信ができ ない

HART セン ト ラルモジュールがな

い

銘板で確認し て く ださい。

HART = -xxx5xx および -xxx6xx
LSCH-H1 / -H2 に更新

電流出力が 4 mA 未満

詳細については、 『HART - Liquisys M 

CxM223/253 によ る フ ィ ール ド通信』 

（BA00208C） を参照し て く ださい。

DD （機器記述） がないか、 正し く

ない

HART イ ン ターフ ェ イ スがない

機器が HART サーバに登録されて

いない

負荷が低すぎ る （230  を超え る

負荷が必要）

HART 受信器 （例 ： B. FXA195） が

負荷経由ではな く 電源経由で接続

されている

機器ア ド レ スが不正 （単独動作の

場合はア ド レ ス = 0、 マルチ ド ロ ッ

プ動作の場合はア ド レ ス > 0）

ラ イ ンの静電容量が高すぎ る

ラ イ ン電磁 ノ イ ズ

PROFIBUS 通信ができ な

い

PA/DP セン ト ラルモジ ュールがな

い

銘板で確認し て く ださい。

PA = -xxx3xx/DP = xxx4xx

LSCP モジ ュールに更新

「スペアパーツ」 の章を参照

機器のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンが

正し く ない （PROFIBUS な し）

フ ィ ール ド I1 でア ド レ ス設定が最大 

126 可能か？

PROFIBUS DP の端子が正し く ない
リ レーアセンブ リ 経由の

PROFIBUS DP 接続、 接続図を参照

DD/DTM がないか、 誤っている

詳細については

『PROFIBUS PA/DP - 

Liquisys M CxM223/253 によ る

フ ィ ール ド通信』 （BA00209C） を参照

し て く ださ い。

DPV- 1 サーバでのセグ メ ン ト カプ

ラでのボーレー ト 設定が不正

バスユーザ （マス タ） のア ド レ ス

が不正、 または二重にア ド レ スが

割当て

バスユーザ （ス レーブ） のア ド レ

スが不正

バス ラ イ ンが終端処理されていな

い

ラ イ ンの問題

（長すぎ る、 断面積が小さすぎ る、

シール ド されていない、 シール ド

が接地されていない、 よ り 線でな

い、 指定の PA または DP ケーブル

でない、 電源ラ イ ン と の距離が近

すぎ る、 ス タブが長すぎ る）

バス電圧が低すぎ る

（非防爆の場合、 バス電圧の代表値

は DC 24 V）

機器の PA/DP 接続部の電圧は少な く

と も 9 V 必要。

エラー 考えられる原因 テスト / 対策 ツール、スペアパーツ
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7.4 機器固有のエラー

診断の際には下記の表を参考にし て く ださい。 必要なスペアパーツが記載されています。

診断の難易度と必要な測定機器に応じ て、 以下の要件に該当する人が実施する必要があ り ます。
• 専門の訓練を受けた操作員
• 電気技術者の資格を有する操作員
• システムの据付け / 操作に責任を負 う 会社
• Endress+Hauser のサービ ス員

スペアパーツの正確な診断 と 取 り 付け方法については、 「スペアパーツ」 の章を参照し て く だ さ
い。

問題 考えられる原因 テスト / 対策 要員、工具、スペアパーツ

デ ィ スプレ イが暗い、

LED が作動し ない

電源の電圧が正し く ない
電源から電圧が来ているかチェ ッ ク し

て く ださい。
電気技術者 / テス ター等

供給電圧が誤っている / 低すぎ る
電源電圧と銘板にあ る定格電圧を比較

する

ユーザ

（電力会社のデータ またはテス ター）

接続障害

端子が締められていない 

端子が絶縁し ている

誤った端子が使用されている

電気技術者

ヒ ューズが切れている
電源電圧と銘板上の定格電圧を比較

し、 ヒ ューズを交換する

電気技術者 / 適切な ヒ ューズ

「スペアパーツ」 の図を参照

電源ユニ ッ ト が不良
電源ユニ ッ ト を正しい品番のもの と交

換する

Endress+Hauser サービ ス員によ るオン

サイ ト 診断 （テス ト モジ ュールが必要）

セン ト ラルモジュールが不良
セン ト ラルモジ ュールを正しい品番の

もの と 交換する

Endress+Hauser サービ ス員によ るオン

サイ ト 診断 （テス ト モジ ュールが必要）

CPM253 ： 品番 310 の リ ボンケーブ

ルが緩んでいるか、 不良

リ ボンケーブルをチェ ッ ク し、 必要に

応じ て交換する
「スペアパーツ」 の章を参照

デ ィ スプレ イが暗い、

LED は作動し ている

セン ト ラルモジュールが不良

（モジ ュール ： LSCH/LSCP）

セン ト ラルモジ ュールを正しい品番の

もの と 交換する

Endress+Hauser サービ ス員によ るオン

サイ ト 診断 （テス ト モジ ュールが必要）

デ ィ スプレ イに測定値が

表示されるが

– 値が変化し ない

– 機器を操作でき ない

機器またはモジュールが正し く 取

り 付け られていない

CPM223 ： 取 り 付けをや り 直す

CPM253 ： デ ィ スプレ イモジュールの

取 り 付けをや り 直す

「スペアパーツ」 の組立図面を参照

システム操作状態に問題があ る 機器の電源を切 り 、 再度オンにする。

EMC の問題の可能性あ り ： 問題が解消

し ない と きは、 取 り 付けをチェ ッ クす

るか、 Endress+Hauser サービ スに取 り

付けのチェ ッ ク を依頼する

機器が熱 く な る

電圧が不正 / 高すぎ る
電源電圧と銘板上の定格電圧を比較す

る
ユーザ、 電気技術者

電源ユニ ッ ト が不良 電源ユニ ッ ト を交換する
診断でき るのは Endress+Hauser サービ

ス員のみ

測定値 pH/mV、 温度測

定値が不正

変換器モジュールが不良 （モ

ジ ュール ： MKIC）。 「 メ ッ セージの

ないプロセスエラー」 に従ってテ

ス ト を行ない、 対策を講じ る

測定入力の検査 ：
– pH、 リ フ ァ レ ン ス、 PM を ワ イヤ

ジ ャ ンパで直接機器に接続する = 表

示は pH 7
– 100  の抵抗を端子 11 / 12 + 13 に

接続する = 表示は 0 ℃

テス ト に失敗し た場合 ： モジ ュールを

交換する （正しい品番のものを使用）。

「スペアパーツ」 の展開図を参照

電流出力 / 電流値が不正

正し く 校正されていない

テス ターを電流出力に直接接続し、 内

蔵の電流シ ミ ュ レーシ ョ ン機能でテス

ト する

シ ミ ュ レーシ ョ ン値が不正の場合 ：

工場での再校正、 または新しい LSCH 

モジ ュールが必要

シ ミ ュ レーシ ョ ン値が正しい場合 ：

電流ループの負荷と分路をチェ ッ クす

る

負荷が過剰

電流ループの接地に分路 / 短絡が

あ る

操作状態に問題があ る
0 ～ 20 mA または 4 ～ 20 mA が正し く

選択されているかチェ ッ クする

電流出力信号がない
電流出力が不良 （モジュール 

LSCH）

テス ターを電流出力に直接接続し、 内

蔵の電流シ ミ ュ レーシ ョ ン機能でテス

ト する

テス ト に失敗し た場合 ：

セン ト ラルモジュールを LSCH を交換

する （正しい品番の ものを使用）。
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追加された リ レーが動作

し ない

CPM253 ： 品番 320 の リ ボンケーブ

ルが緩んでいるか、 不良

リ ボンケーブルが正し く 接続されてい

るかチェ ッ クする。 必要に応じ てケー

ブルを交換する

「スペアパーツ」 の章を参照

2 つの追加された リ レー

しか動作し ない

LSR1-2 リ レーモジ ュールに 2 つの

リ レーが取 り 付け られている

4 つの リ レーを備え る LSR1-4 にア ッ

プグレードする

ユーザまたは Endress+Hauser サービ ス

員

拡張機能 （S パッ ケー

ジ） が使用でき ない

リ リ ース コード が使用されていな

いか、 または誤っている

ア ッ プグレード し た場合 ： S パッ ケー

ジの注文時に正しいシ リ アル番号が使

用されたかど う かをチェ ッ クする

Endress+Hauser セールス担当者が担当

LSCH/LSCP モジ ュールに記録され

ている機器シ リ アル番号が誤 り

銘板のシ リ アル番号が LSCH/ LSCP の

シ リ アル番号 と一致するかチェ ッ クす

る （フ ィ ール ド S 8）。

S パッ ケージを有効にするには機器の

シ リ アル番号が必要

LSCH/LSCP モジ ュール

の交換後に拡張機能 （S 

パ ッ ケージ / ケモ ク リ ー

ン） が使用でき ない

交換用モジュール LSCH または 

LSCP に工場で入力される機器のシ

リ アル番号は 0000 です。 S パッ

ケージやケモ ク リ ーンは リ リ ース

コード を用いて使用でき る よ う に

されていません。

SNR 0000 の LSCH/LSCP の場合、 機器
のシ リ アル番号は E114 から E116 で 

1 回だけ入力でき ます。

続いて S パッ ケージ / ケモ ク リ ーンの

リ リ ース コード を入力でき ます。

詳細については、 「セン ト ラルモジ ュー

ルの交換」 を参照

HART または

PROFIBUS-PA/-DP イ ン

ターフ ェ イ スが機能し な

い

セン ト ラルモジュールが正しいも

のでない

HART ： LSCH-H1 または H2 モジ ュー

ル

PROFIBUS-PA ： LSCP-PA モジュール

PROFIBUS-DP ： LSCP-DP モジ ュール

フ ィ ール ド E112 を参照

セン ト ラルモジ ュールを交換する

ユーザまたは Endress+Hauser サービ ス

員

ソ フ ト ウ ェ アが正しいものでない
ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン ： フ ィ ール ド 

E111 を参照

ソ フ ト ウ ェアはオプ ト ス コープで変更

でき ます。

バスの問題
一部の機器を取 り 外し、 再度テス ト す

る
Endress+Hauser サービ ス員

問題 考えられる原因 テスト / 対策 要員、工具、スペアパーツ
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8 保守
操作の安全と計測システム全体の信頼性を保証するためのあ らゆる措置を適時に講じ ます。

本変換器の保守には以下のよ う な作業があ り ます。
• 校正 （「校正」 参照）
• アセンブ リ と センサの洗浄
• ケーブル と接続部のチェ ッ ク

機器でどのよ う な作業をする場合でも、 プロセス制御システム またはプロセス自体に、 あ らゆる
潜在的な影響を及ぼす可能性のあ る こ と を覚えておいて く ださい。

注記
静電放電（ESD）
電子部品を損傷する危険性があ り ます。
‣ 作業者は ESD 防止用 リ ス ト ス ト ラ ッ プを使用し て PE または永久接地であ らかじめ放電する

など、 保護措置を講じ る必要があ り ます。
‣ 安全のため、、 オ リ ジナルの部品のみを使用し て く ださい。 オ リ ジナル部品は修理後の機能、

精度、 そし て信頼性を保証し ます。

8.1 測定点全体の保守

8.1.1 変換器の洗浄

ハウジングのフ ロ ン ト 部は市販の一般的な洗浄剤を使用し て洗浄し ます。

フ ロ ン ト 部分は DIN 42 115 に準拠し てお り 、 下記の物質に対する耐性があ り ます。
• エタ ノ ール （短時間）
• 希釈酸 （最大 2% HCl）
• 希釈塩基 （最大 3% NaOH）
• 石けん基材の家庭用洗剤

注記
禁止される洗浄剤
ハウジング表面またはハウ ジングシールを損傷する恐れがあ り ます。
‣ 洗浄には絶対に濃縮鉱酸または基材を使用し ないで く ださい。
‣ 絶対にベンジルアルコール、 メ タ ノ ール、 塩化 メ チレ ン、 キシレ ン、 または濃縮グ リ セ リ ン

洗浄剤などの有機洗浄剤を使用し ないで く ださい。
‣ 洗浄には絶対に高圧蒸気を使用し ないで く ださい。
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8.1.2 pH/ ORP センサの洗浄

注意!

校正または保守作業中、洗浄システムはオフになりません。
測定物または洗浄剤によ り 負傷する恐れがあ り ます。
‣ 洗浄システムが接続されている場合は、 測定物か ら センサを取 り 出す前に洗浄システムをオ

フにし て く ださい。
‣ 洗浄機能をテス ト する ために洗浄システムをオフにし ない場合は、 防護服、 保護めがね、 保

護手袋を着用するか、 その他の適切な対策を講じ て く ださい。

ガラス電極の汚れは以下の手順で洗浄し て く ださい。
• 油性でべとべと し た皮膜 ：

洗浄剤 （アルコール、 アセ ト ンなどのグ リ ース除去剤、 または食器用洗剤） を使用し て洗浄し
ます。

注意!

洗浄剤により負傷する恐れがあります。
‣ 以下の洗浄剤を使用する場合は、 必ず安全手袋や保護めがねを着用し、 衣服を保護し て く だ

さい。

• 石灰の析出物または金属水酸化物の皮膜 ：

希釈し た塩酸 （3 %） で被膜を柔らか く し てから清浄水で十分に洗い流し ます。
• 硫化物を含む皮膜 （煙道ガス脱硫プラ ン ト または下水処理プラ ン ト ） ：

塩酸 （3 %） と チオ尿素 （市販） の混合物を使用し、 その後、 清浄水で十分に洗い流し ます。
• タ ンパク質を含む皮膜 （食品産業など） ：

塩酸 （0.5 %） とペプシン （市販） の混合物を使用し、 その後、 清浄水で十分に洗い流し ます。

ORP センサ：
金属製ピンや表面を慎重に機械的に清掃し ます。

機械的清掃の後、 ORP センサには数時間の調整時間が必要にな る場合があ り ます。 そのた
め、 1 日経ってから校正をチェ ッ ク し て く ださい。

ISFET センサ
• ISFET センサを洗浄する場合は、 材質を損傷する恐れがあ る ためアセ ト ンを使用し ないで く だ

さい。
• 圧縮空気によ る洗浄後、 ISFET センサの閉制御ループが再構築され、 測定値が実際の値に調整

される まで約 5 ～ 8 分かか り ます。

目詰まりしたダイアフラムは機械的に清掃でき ます （テフ ロ ンダ イ ア フ ラ ム と オープン リ ング
ジ ャ ン ク シ ョ ン電極は不可）。
• 小さ なヤス リ を使用し ます。
• 一方向にのみヤス リ をかけて く ださい。

電極内に気泡がある場合：
• こ の気泡は取付が正し く ないこ と を示し ます。 そのため、 取付方向をチェ ッ ク し て く ださい。
• 水平方向に対し て 15 ～ 165° が許容範囲です。
• 水平取付またはプラ グ イ ンヘッ ド を下方に向けての取付はでき ません。

C07-CPM2x3xx-05-06-00-xx-006.eps

図 45 : ガラス電極の許容取付角度

> 15° > 15°



Liquisys M CPM223/253 保守

Endress+Hauser 89

還元されたリファレンスシステム
コ ンビ電極または分離型比較電極の リ フ ァ レン スシステム内部の金属 リ ード （Ag/AgCl） は通
常、 半光沢の薄茶色です。 銀色の リ フ ァ レン スシステムは還元されてお り 、 そのため不良です。
その原因と な るのは、 比較エレ メ ン ト 内を流れる電流です。 考え られる原因 ：
• 測定機器用に不適切な操作モード が選択されている （PM ピンが接続されているが、 非等電位

操作モード が選択されている （「PM な し」））。 「接続タ イプを選択」 の機能説明を参照し て く だ
さい。

• 基準線と接地されたシール ド または PM 線と の間で測定ケーブルが分路し ている （例 ： 湿気に

よ る）。
• 測定機器の故障 （基準入力または PE 下流側の入力増幅器全体の分路）

8.1.3 デジ タルセンサの保守

以下の手順で Memosens 対応デジ タルセンサの保守を実施し て く ださい。

1. エラーが発生し た場合、 または保守計画に従ってセンサを交換する必要があ る場合は、 ラ ボ

で事前校正された新品のセンサを使用し て く ださい。
高品質の測定を保証する ため、 ラ ボでは最適な外部条件下でセンサが校正されます。

2. 汚れたセンサを取 り 外し、 新しいセンサを取 り 付けます。

3. 事前校正されていないセンサを使用する場合は、 校正が必要です。

4. センサデータは変換器に自動的に伝送されます。 リ リ ース コード は必要あ り ません。

5. 測定が継続されます。

6. 使用済みのセンサを ラ ボに返却し ます。 測定点でダ ウ ン タ イ ムが発生する こ と な く 、 こ こ

で、 センサを再使用する ための準備を行 う こ と ができ ます。
– センサを洗浄し ます。 これには、 センサ用に指定された洗剤を使用し て く ださい。
– 亀裂や損傷がないかセンサを点検し ます。
– センサに損傷がない場合は、 これを再生し ます。3M KCl 溶液内に 24 時間保存し て く ださ

い。
– 次に使用でき る よ う 、 センサを再校正し ます。

8.1.4 KCl 溶液補給

• KCl には気泡が混入し ないよ う にし て く ださい。 加圧されていないバージ ョ ンの場合は、 ホー

ス内に木綿糸があ るかチェ ッ ク し ます。
• 加圧されている場合は、 KCl タ ン ク内の圧力が測定物の圧力よ り 最低 80 kPa （11.6 psi） 以上高

いこ と を確認し て く ださい。
• KCl の消費量は、 少ないながら も確認可能です。 通常は、 1 日あた り 約 1 ～ 10 ml です。
• ガ ラ スシ ャ フ ト に KCl 補充開口部が付いたセンサの場合は、この開口部に付着が生じ ないよ う

にし て く ださい。

8.1.5 ホルダ

ホルダの保守および ト ラブルシューテ ィ ングについては、 対応する ホルダの取扱説明書を参照し
て く ださい。 取扱説明書には、 取付けおよび取外し、 センサ交換、 シール交換の説明、 な らびに
安定性、 スペアパーツ、 ア ク セサ リ に関する情報が記載されています。
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8.1.6 接続ケーブルと中継端子箱のチ ェ ッ ク

湿気がないかケーブルや接続部をチェ ッ ク し ます。 センサのス ロープ値が小さすぎる場合、 湿気
があ る こ と が分か り ます。 表示でき ない場合、 または表示が pH 7 で固定されている場合は、 以
下の部品をチェ ッ ク し て く ださい。

• センサ検出部
• センサ接続部
• pH 測定ケーブル
• 中継端子箱 （あ る場合）
• 延長ケーブル

注記
測定ケーブル内の湿気により測定エラーが発生する恐れがあります。
‣ 測定ケーブルに湿気があ る場合は、 ケーブルを交換し なければな り ません。

20 M を超え る ケーブルの分路は通常のマルチ メ ータでは測定でき ませんが、 これは pH 測定を
損な う ものです。市販されている絶縁計を使用し て、信頼性の高いテス ト を行 う こ と が可能です。

• pH 測定ケーブルをセンサや機器から確実に外し ます。
• 中継端子箱を使用し ている場合は、 入口側と出口側の測定ケーブルを個別にチェ ッ ク し ます。
• DC 1000 V （最低 DC 500 V） の試験電圧でケーブルをチェ ッ ク し ます。
• ケーブルに損傷がない場合、 絶縁抵抗は 100 G 以上にな り ます。
• ケーブルが損傷し ている と （湿気あ り ）、 フ ラ ッ シ ュオーバーが発生し ます。

ケーブルは交換し なければな り ません。

センサ検出部と中継端子箱は、 洗浄し て温風乾燥機で乾燥させる こ と が可能です。
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9 修理

9.1 スペアパーツ

スペアパーツはお近 く の営業所または販売代理店にご注文 く だ さ い。 「スペアパーツキ ッ ト 」 の
章に記載のオーダー番号を指定し て く ださい。

間違いを防ぐため、 スペアパーツをご注文の際は必ず以下のデータ を明記し て く ださい。
• 機器オーダーコード （order code）
• シ リ アル番号 （serial no.）
• ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

オーダーコード と シ リ アル番号は銘板を参照し て く ださい。
機器のプロセ ッ サシステムが機能し ている場合は、 ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ンが表示されます
（「機器の設定」 の章を参照）。

9.2 パネルマウン ト 型機器の分解

機器の使用を中止する と きは、 プロセスに与え る影響を考慮し て く ださい。

品番については、 次の図を参照し て く ださい。

1. 機器背面の端子ブロ ッ ク （品番 422 b） を引き抜き、 機器の電源を切って く ださ い。

2. 次に、 背面の端子ブロ ッ ク （品番 422 a、 および該当する場合は 430） を引き抜き ます。

これで機器の分解が可能と な り ます。

3. エン ド フ レーム ラ ッチ （品番 340） を押し ながら、 フ レームを引き抜いて く ださい。

4. 専用ねじ （品番 400） を時計の針 と逆方向に回し て緩めます。

5. 電子ブロ ッ ク全体をハウジングから取 り 出し ます。 モジュールははめ込み式で、 簡単に分解

する こ と ができ ます。
– プロセ ッ サ / デ ィ スプレ イモジュールを前面に向かって引き抜いて く ださい。
– バッ ク プレー ト （品番 320） のタブを少し外側に引き ます。
– これで側面モジュールを取 り 外すこ と ができ ます。

6. 以下の手順で pH/mV 変換器 （品番 230） を取 り 外し て く ださい。
– シール ド プレー ト を上に曲げます。
– 接続された よ り 線を外し ます （pH 入力、 よ り 線は BNC 接続ジ ャ ッ ク から出ています）。
– 平ペンチを使用し てプラ スチ ッ ク製スペーサの頭部を引き出し ます。
– 次にモジュールを上に引き抜いて く ださい。

組み立て る と きは、 分解と逆の手順で行ないます。 工具を使用せずに専用ねじ を手で締めます。
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この展開図には、 パネルマウ ン ト 型機器の部品と スペアパーツが記載されています。 品番を利用
する と、 スペアパーツや対応するオーダー番号を以下の項で確認でき ます。

C07-CxM223xx-09-06-06-xx-001.eps

図 46 : パネルマウン ト 型機器の展開図
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品番 品名 名称 機能 オーダー番号

10 電源ユニ ッ ト LSGA AC 100/ 115/ 230 V 51500317

20 電源ユニ ッ ト LSGD AC 24 V + DC 51500318

30 ジ ャ ンパ 電源ユニ ッ ト の部品、 品番 10

40 セン ト ラルモジ ュール LSCH-S1 電流出力 1 点 51501081

40 セン ト ラルモジ ュール LSCH-S2 電流出力 2 点 51501082

40 セン ト ラルモジ ュール LSCH-H1 電流出力 1 点 + HART 51501083

40 セン ト ラルモジ ュール LSCH-H2 電流出力 2 点 + HART 51501084

40 セン ト ラルモジ ュール LSCP PROFIBUS PA/ 電流出力な し 51501085

40 セン ト ラルモジ ュール LSCP PROFIBUS DP/ 電流出力な し 51502503

40 キ ッ ト  CPM2x3 セン ト ラルモ

ジ ュール PROFIBUS DP

LSCP-DP セン ト ラルモジ ュール PROFIBUS DP

リ レーモジュール + リ レー 2 点

電流入力および端子

有効 ： ハード ウ ェ アバージ ョ ン 2.10

71134724

230 pH/mV 変換器 MKP1 pH/mV + 温度入力

ガ ラ ス電極

51501080

230 pH/mV 変換器 MKP2 pH/mV + 温度入力 ISFET センサ 51507096

230 pH/mV 変換器 MKP3 pH/mV + 温度入力

ガ ラ ス電極

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 2.55 HART、

2.33 PROFIBUS 以降

51518244

230 Memosens 変換器 MKD1 デジ タル入力 51514966

235 pH/mV 入力 BNC 接続ジ ャ ッ ク + シール ド プレー

ト

51501070

290 リ レーモジ ュール LSR1-2 リ レー 2 点 51500320

290 リ レーモジ ュール LSR2-2i リ レー 2 点 + 電流入力 4 ～ 20 mA 51504304

290 キ ッ ト  CxM2x3 リ レーモ

ジ ュール、 PROFIBUS DP

LSR2-DP リ レーモジュール + リ レー 2 点

電流入力および端子 DP

有効 ： ハード ウ ェ アバージ ョ ン 2.10

71134732

300 リ レーモジ ュール LSR1-4 リ レー 4 点 51500321

300 リ レーモジ ュール LSR2-4i リ レー 4 点 + 電流入力 4 ～ 20 mA 51504305

310 側板 10 枚入 り キ ッ ト 51502124

310, 

320, 

340, 

400

ハウ ジング部品 背板、 側板、 エン ド フ レーム、 専用

ねじ

51501076

330, 

400

ハウ ジングモジ ュール フ ロ ン ト 隔膜、 タペッ ト 、 ガスケ ッ

ト 、 専用ねじ、 テンシ ョ ンブラ ケ ッ

ト 、 接続板、 銘板

51501075

340 エン ド フ レーム PROFIBUS DP 用 リ アフ レーム、 D-

Sub コネ ク タ付き

51502513

340 に

付属

PE 端子 IS バージ ョ ンのシール ド接地用 PE 

端子

51501086

422a、

422b

端子ス ト リ ッ プセ ッ ト 完全な端子ス ト リ ッ プセ ッ ト 、標準 + 

HART

51501077

422a、

422b

端子ス ト リ ッ プセ ッ ト 完全な端子ス ト リ ッ プセ ッ ト 、

PROFIBUS PA

51501077

422a、

422b

端子ス ト リ ッ プセ ッ ト 完全な端子ス ト リ ッ プセ ッ ト 、

PROFIBUS DP

51502494

430 端子ス ト リ ッ プ リ レーモジュール用端子ス ト リ ッ プ 51501078

435 BNC コネ ク タ、 エルボー型 pH/mV 接続 50074961

A ヒ ューズ 電源ユニ ッ ト の部品、 品番 10

B 電源電圧の選択 電源ユニ ッ ト （品番 10） 上のジ ャ ン

パ （品番 30） の位置 （電源電圧に応

じ て）
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9.3 屋外設置型機器の分解

機器の使用を中止する と きは、 プロセスに与え る影響を考慮し て く ださい。

品番については、 図を参照し て く ださい。

1. 接続部カバー （品番 420） を開いて取 り 外し て く ださい。

2. 電源接続用端子 （品番 470） を引き抜いて機器の電源を切って く ださい。

3. デ ィ スプレ イ カバー （品番 410） を開き、 電子基板ボ ッ ク ス （品番 330） 側の リ ボンケーブ

ル （品番 310/ 320） を緩めて く ださい。

4. セン ト ラルモジュール （品番 40） を取 り 外すには、デ ィ スプレ イ カバーのねじ （品番 450 b）

を緩めて く ださい。

5. 以下の手順で電子基板ボ ッ ク ス （品番 330） を取 り 外し て く ださい。
– ハウジングのねじ （品番 450 a） を 2 回転ほど緩めて く ださい。
– ボ ッ ク ス全体を う し ろにス ラ イ ド させ、 上に引き抜いて く ださい。
– モジュールの留め金が外れないよ う に注意し て く ださい。
– モジュールのラ ッチを外向きに曲げ、 モジュールを取 り 外し て く ださい。

6. ド ッ キングモジュール （品番 340） を取 り 外すには、 ハウ ジングのねじ （品番 450 c） を取

り 外し、 モジュール全体を上に引き抜いて く ださ い。

7. 以下の手順で pH/mV 変換器 （品番 230） を取 り 外し て く ださい。
– シール ド プレー ト を上に曲げます。
– 接続された よ り 線を外し ます （pH 入力、 よ り 線は BNC 接続ジャ ッ ク から出ています）。
– 平ペンチを使用し てプラ スチ ッ ク製スペーサス リ ーブの頭部を引き出し ます。
– 次にモジュールを上に引き抜いて く ださい。

組み立て るには、 モジュールを電子基板ボ ッ ク スのガ イ ド レールに慎重に差し込み、 ボ ッ ク スの
突起に引っ掛けて く ださい。

取 り 付けを誤ら ないよ う にし て く だ さ い。 電子基板ボ ッ ク スへのモジ ュールの挿入を誤る
と、 リ ボンケーブルを差込むこ と ができず、 操作でき ません。
カバーガスケ ッ ト はク ラ ス保護等級 IP 65 を保証するために必要なため、 傷付いていないこ
と を確認し て く ださい。



Liquisys M CPM223/253 修理

Endress+Hauser 95

この展開図には、 屋外設置型機器の部品と スペアパーツが含まれています。 スペアパーツや対応
するオーダー番号を以下の項で確認でき ます。

C07-CxM253xx-09-06-06-xx-001.eps

図 47 : 屋外設置型機器の展開図
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品番 品名 名称 機能 オーダー番号

10 電源ユニ ッ ト LSGA AC 100/ 115/ 230 V 51500317

20 電源ユニ ッ ト LSGD AC 24 V + DC 51500318

30 ジ ャ ンパ 電源ユニ ッ ト の部品、 品番 10

40 セン ト ラルモジュール LSCH-S1 電流出力 1 点 51501081

40 セン ト ラルモジュール LSCH-S2 電流出力 2 点 51501082

40 セン ト ラルモジュール LSCH-H1 電流出力 1 点 + HART 51501083

40 セン ト ラルモジュール LSCH-H2 電流出力 2 点 + HART 51501084

40 セン ト ラルモジュール LSCP PROFIBUS PA/ 電流出力な し 51501085

40 セン ト ラルモジュール LSCP PROFIBUS DP/ 電流出力な し 51502503

40 キ ッ ト  CPM2x3 セン ト ラルモ

ジュール PROFIBUS DP

LSCP-DP セン ト ラルモジ ュール PROFIBUS DP

リ レーモジ ュール + リ レー 2 点

電流入力および端子

有効 ： ハード ウ ェ アバージ ョ ン 2.10

71134724

230 pH/mV 変換器 MKP1 pH/mV + 温度入力

ガ ラ ス電極

51501080

230 pH/mV 変換器 MKP2 pH/mV + 温度入力 ISFET センサ 51507096

230 pH/mV 変換器 MKP3 pH/mV + 温度入力

ガ ラ ス電極

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 2.55 HART、

2.33 PROFIBUS 以降

51518244

230 Memosens 変換器 MKD1 デジ タル入力 51514966

290 リ レーモジ ュール LSR1-2 リ レー 2 点 51500320

290 リ レーモジ ュール LSR2-2i リ レー 2 点 + 電流入力 4 ～ 20 mA 51504304

290 キ ッ ト  CxM2x3 リ レーモ

ジュール、 PROFIBUS DP

LSR2-DP リ レーモジ ュール + リ レー 2 点

電流入力および端子 DP

有効 ： ハード ウ ェ アバージ ョ ン 2.10

71134732

300 リ レーモジ ュール LSR1-4 リ レー 4 点 51500321

300 リ レーモジ ュール LSR2-4i リ レー 4 点 + 電流入力 4 ～ 20 mA 51504305

310, 320 リ ボンケーブル リ ボンケーブル 2 本 51501074

340, 330, 

450

ハウ ジング内部の付属品 ド ッ キングモジ ュール、 空の電子基

板ボ ッ ク ス、 小型部品

51501073

450a、

450c

Torx ねじ K4x10 ハウ ジング内部の付属品部品

450b セン ト ラルモジュール用 Torx 

ねじ

ハウ ジング内部の付属品部品

410, 420, 

370, 430, 

460

ハウ ジングカバー デ ィ スプレ イ カバー、 接続部カバー、

フ ロ ン ト 部隔膜、 ヒ ンジ、 カバーね

じ 

51501068

460a、

460b

カバーねじ ハウ ジングカバーの部品

430 ヒ ンジ ヒ ンジ 2 組 51501069

400, 480 ハウ ジングベース ベース、 ねじ継ぎ手 51501072

470 端子ス ト リ ッ プ 主電源接続用端子ス ト リ ッ プ 51501079

490 PE レール IS バージ ョ ンのシール ド接地用 PE 

接続レール

51501087

999 pH/mV 端子モジ ュール ph/mV 端子 + シール ド プレー ト 51501071

A リ レーモジ ュール LSR1-x

（下） と 電源ユニ ッ ト  LSGA/

LSGD （上） 付き電子基板ボ ッ

ク ス

B 電子基板ボ ッ ク ス を取 り 付け

た状態では ヒ ューズ も使用可

能。

C ヒ ューズ 電源ユニ ッ ト の部品、 品番 10

D 電源電圧の選択 電源ユニ ッ ト （品番 10） 上のジ ャ ン

パ （品番 30） の位置 （必要な電源電

圧に応じ て）
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9.4 セン ト ラルモジュールの交換

セン ト ラルモジ ュールの交換後、 通常は、 変更可能なすべての設定データが初期設定に リ
セ ッ ト されます。

セン ト ラルモジ ュールを交換し た場合は、 以下の手順に従って く ださい。

1. できれば、 以下のよ う なユーザ設定内容を控えておいて く ださ い。
– 校正データ
– 電流割当て、 主なパラ メ ータ、 温度
– リ レー機能の選択
– リ ミ ッ ト 値 / 制御出力の設定
– 洗浄の設定
– モニ タ リ ング機能
– イ ン ターフ ェ イ スパラ メ ータ

2. 「パネルマウ ン ト 型機器の分解」 または 「屋外設置型機器の分解」 の説明に従って機器を分

解し て く ださい。

3. セン ト ラルモジュールの製品コード で、新しいモジュールが古いモジュール と同じ製品コー

ド であ るかど う かチェ ッ ク し ます。

4. 新しいモジュールを使って機器を組み立てて く ださい。

5. 機器を始動し、基本機能 （測定値と温度の表示、 キーボード操作等） をテス ト し て く ださい。

6. シ リ アル番号を入力し て く ださい。
– 機器の銘板に記載されている シ リ アル番号 （"ser-no"） を確認し て く ださ い。
– この番号をフ ィ ール ド E115 （年、 1 桁）、 E116 （月、 1 桁）、 E117 （連番、 4 桁） に入力し

て く ださい。
– フ ィ ール ド E118 に再度完全な番号が表示されるため、 確認でき ます。

新品のモジ ュールのシ リ アル番号は 0000 です。 こ の番号は 1 回しか入力でき ませ

ん。 こ のため、 ENTER キーで確定する前に、 入力し た番号が正しいかを確認し て く

ださい。
誤った コー ド を入力する と、 拡張機能が使用でき な く な り ます。 シ リ アル番号の入
力 ミ スは工場でしか訂正でき ません。

ENTER キーを押し てシ リ アル番号を確定するか、 または入力をキ ャ ンセルし て再度番号
を入力し ます。

7. 該当する場合は、 「サービ ス」 メ ニ ューでプラ スパッ ケージやケモ ク リ ーンの リ リ ース コー

ド を入力し て く ださい。

8. プラ スパッ ケージが有効になっている こ と （機能グループ 「チェ ッ ク」 （P） にア ク セスでき

る等）、 またはケモ ク リ ーン機能を確認し て く ださい。

9. 変換器のユーザ設定を復元し て く ださい。
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9.5 返却

本機器の修理または工場校正が必要な場合、 あ るいは、 誤った機器が注文または納入された場合
は、 本機器を返却する必要があ り ます。 測定物と接触し た製品が返却された場合、 ISO 認証企業
であ る Endress+Hauser は、 法的規制に従って特定の手順でこれを取 り 扱わなければな り ません。

迅速、 安全、 適切な機器の返却を保証する ため、 返却の手順および条件について イ ン ターネ ッ ト
サイ ト をご覧 く ださい。
www.jp.endress.com/return-material-jp

9.6 廃棄

本製品には電子部品が含まれるため、 処分する際には、 電気電子機器廃棄物の処分規定に従って
処分する必要があ り ます。
各自治体の規定に従って処分し て く ださい。
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10 アクセサリ

10.1 センサ

Orbisint CPS11/CPS11D
• プロセスアプ リ ケーシ ョ ン用 pH センサ
• SIL 認定変換器と の接続用にオプシ ョ ンで SIL バージ ョ ン
• 汚れに く い PTFE ダ イ アフ ラ ム付き
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 （--> オン ラ イ ン コ ンフ ィ ギュ レータ、

www.products.endress.com/cps11 or www.products.endress.com/cps11d）
• 技術仕様書 TI00028C

Orbisint CPS12/CPS12D
• プロセスアプ リ ケーシ ョ ン用 ORP 電極
• 汚れに く い PTFE ダ イ アフ ラ ム付き
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 （--> オン ラ イ ン コ ンフ ィ ギュ レータ、

www.products.endress.com/cps12 or www.products.endress.com/cps12d）
• 技術仕様書 TI00367C

Ceraliquid CPS41/CPS41D
• pH センサ
• セラ ミ ッ ク ダ イ アフ ラ ム、 KCl 電解液付き
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 （--> オン ラ イ ン コ ンフ ィ ギュ レータ、

www.products.endress.com/cps41 or www.products.endress.com/cps41d）
• 技術仕様書 TI00079C

Ceraliquid CPS42/CPS42D
• ORP 電極
• セラ ミ ッ ク ダ イ アフ ラ ム、 KCl 電解液付き
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 （--> オン ラ イ ン コ ンフ ィ ギュ レータ、

www.products.endress.com/cps42 or www.products.endress.com/cps42d）
• 技術仕様書 TI00373C

Ceragel CPS71/CPS71D
• pH センサ
• ダブルチャ ンバー リ フ ァ レ ン スシステムおよび電解液ブ リ ッ ジ付き
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 （--> オン ラ イ ン コ ンフ ィ ギュ レータ、

www.products.endress.com/cps71 or www.products.endress.com/cps71d）
• 技術仕様書 TI00245C

Ceragel CPS72/CPS72D
• ORP 電極
• ダブルチャ ンバー リ フ ァ レ ン スシステムおよび電解液ブ リ ッ ジ付き
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 （--> オン ラ イ ン コ ンフ ィ ギュ レータ、

www.products.endress.com/cps72 or www.products.endress.com/cps72d）
• 技術仕様書 TI00374C

Orbipore CPS91/CPS91D
• pH センサ
• 汚染度の高い測定物用にオープンダ イ アフ ラ ム付き
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 （--> オン ラ イ ン コ ンフ ィ ギュ レータ、

www.products.endress.com/cps91 or www.products.endress.com/cps91d）
• 技術仕様書 TI00375C

Orbipore CPS92/CPS92D
• ORP センサ
• 汚染度の高い測定物用にオープンダ イ アフ ラ ム付き
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 （--> オン ラ イ ン コ ンフ ィ ギュ レータ、

www.products.endress.com/cps92 or www.products.endress.com/cps92d）
• 技術仕様書 TI00435C
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Memosens CPS31D
• Memosens テ ク ノ ロ ジーを搭載し た pH センサ
• ゲルが充填された リ フ ァ レン スシステム、 セ ラ ミ ッ ク ダ イ アフ ラ ム付き
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 www.products.endress.com/cps31d
• 技術仕様書 TI00030C

Tophit CPS471
• 滅菌およびオー ト ク レーブ処理可能な ISFET センサ
• 食品および製薬、 プロセス技術、 水処理およびバイオテ ク ノ ロ ジー用
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 www.products.endress.com/cps471
• 技術仕様書 TI00283C

Tophit CPS441
• 低導電率測定物用の滅菌可能な ISFET センサ
• KCl 電解液付き
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 www.products.endress.com/cps441
• 技術仕様書 TI00352C

Tophit CPS491
• ISFET センサ、 汚染度の高い測定物用にオープンダ イ アフ ラ ム付き
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 www.products.endress.com/cps491
• 技術仕様書 TI00377C
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10.2 接続用アクセサリ

CPK9 測定ケーブル
• TOP68 プラ グ イ ンヘッ ド付きセンサ用、 高温および高圧アプ リ ケーシ ョ ン対応、 IP 68
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 技術仕様書 （TI00118C） を参照

CPK1 測定ケーブル
• GSA プラ グ イ ンヘッ ド付き pH/ORP 電極用
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 技術仕様書 （TI00118C） を参照

CPK2 専用測定ケーブル
• GSA プラ グ イ ンヘッ ド、 3× センサプラ グ付き pH/ORP 電極用
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 技術仕様書 （TI00118C） を参照

CPK12 専用測定ケーブル
• TOP68 プラ グ イ ンヘッ ド付き pH/ORP ガ ラ ス電極および ISFET センサ用
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 技術仕様書 （TI00118C） を参照

CYK10 Memosens データ ケーブル
• Memosens 対応デジタルセンサ用
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 以下を参照

CYK81 測定ケーブル
• センサケーブル延長用の終端未処理測定ケーブル （例 ： Memosens）
• 2x2 線式、 ツ イ ス ト 、 シール ドおよび PVC シース （2 x 2 x 0.5 mm2 + シール ド）
• メ ー ト ル単位で販売、 オーダー番号 ： 51502543

中継端子箱 VBM
• 10 × 端子付き ケーブル延長用
• ケーブル差込口 ： 2 x Pg 13.5 または 2 x NPT ½"
• 材質 ： アル ミ ニウ ム
• 保護等級 ： IP 65 （i NEMA 4X）
• オーダー番号 ：
– ケーブル差込口 Pg 13.5 ： 50003987
– ケーブル差込口 NPT ½ ： 51500177

中継端子箱 VBA
• pH/ORP センサのケーブル延長用 
• 10 端子ブロ ッ ク、 保護等級 ： IP 65 （i NEMA 4X）
• ケーブル差込口 ： 2 x Pg 13.5、 2 x Pg 16
• 材質 ： ポ リ カーボネー ト
• オーダー番号 ： 50005276

認証

A 標準、 非防爆

G ATEX II 1G Ex ia IIC T6/T4/T3, FM/CSA IS/NI Cl I DIV 1&2 GP A-D

L LABS フ リ ー、 非防爆

O FM IS/NI Cl I DIV 1&2 GP A-D

S CSA IS/NI Cl I DIV 1&2 GP A-D

T TIIS

V ATEX/NEPSI II 3G Ex nL IIC

ケーブル長

03 ケーブル長 ： 3 m （9.8 ft）

05 ケーブル長 ： 5 m （16 ft）

10 ケーブル長 ： 10 m （33 ft）

15 ケーブル長 ： 15 m （49 ft）

20 ケーブル長 ： 20 m （66 ft）

25 ケーブル長 ： 25 m （82 ft）

88 ... m 長さ

89 ... ft 長さ

ケーブル終端処理

1 ワ イ ヤー端子

2 M12 プラ グ

CYK10- 完全なオーダーコード
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10.3 取付用アクセサリ

CYY101 屋外設置型用日除けカバー。 機器を屋外に設置する場合は必須
• 材質 ： ステンレ ス 1.4031 （AISI 304）
• オーダー番号 CYY101-A

a0019166

図 48 : 屋外設置型用日除けカバー

パイプ取付キ ッ ト
• 屋外設置型機器のハウジングを水平 / 垂直パイプに取 り 付ける場合 （最大 Ø 60 mm （2.36"））
• 材質 ： ステンレ ス SUS 304 相当
• オーダー番号 50086842

a0005676

図 49 : パイ プ取付キッ ト
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10.4 ソ フ ト ウ ェ アおよびハー ド ウ ェ ア付属品

付属品は該当する機器のシ リ アル番号でご注文いただけます。

• プラ スパッ ケージ

オーダー番号 51500385
• ケモ ク リ ーン

オーダー番号 51500963
• 2 点 リ レーカード

オーダー番号 51500320
• 4 点 リ レーカード

オーダー番号 51500321
• 電流入力付き 2 点 リ レーカード

オーダー番号 51504304
• 電流入力付き 4 点 リ レーカード

オーダー番号 51504305
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10.5 校正液

Endress+Hauser 製高品質標準液 - CPY20
二次標準液は、 PTB （ド イ ツ連邦物理技術研究所） の一次標準物質 と NIST （米国標準技術局） の
標準物質に準拠し ます （DKD （ド イ ツ校正サービ ス） 認定研究所が定める DIN 19266 に準拠）。

ORP 電極用技術的標準液
• +220 mV、 pH 7.0、 100 ml （3.4 fl.oz.）、 オーダー番号 CPY3-0
• +468 mV、 pH 0.1、 100 ml （3.4 fl.oz.）、 オーダー番号 CPY3-1

液体充填型電極用 KCl 電解液
• 3.0 mol、 T = -10 ～ 100 ℃ （14 ～ 212 °F）、 100 ml （3.4 fl.oz.）、 オーダー番号 CPY4-1
• 3.0 mol、 T = -10 ～ 100 ℃ （14 ～ 212 °F）、 1000 ml （34 fl.oz.）、 オーダー番号 CPY4-2
• 1.5 mol、 T = -30 ～ 100 ℃ （-22 ～ 266 °F）、 100 ml （3.4 fl.oz.）、 オーダー番号 CPY4-3
• 1.5 mol、 T = -30 ～ 100 ℃ （-22 ～ 266 °F）、 1000 ml （34 fl.oz.）、 オーダー番号 CPY4-4

pH 値

A pH 2.00 （精度 ± 0.02 pH）

C pH 4.00 （精度 ± 0.02 pH）

E pH 7.00 （精度 ± 0.02 pH）

G pH 9.00 （精度 ± 0.02 pH）

I pH 9.20 （精度 ± 0.02 pH）

K pH 10.00 （精度 ± 0.05 pH）

M pH 12.00 （精度 ± 0.05 pH）

容量

01 20 x 18 ml （0.68 fl.oz） pH 4.00 および 7.00 の標準液のみ

02 250 ml （8.45 fl.oz）

10 1000 ml （0.26 US gal）

50 5000 ml （1.32 US gal） Topcal S 用容器

認証

A 緩衝分析認証

バージョン

1 標準

CPY20- 完全なオーダーコード
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11 技術データ

11.1 入力

測定変数 pH （アナロ グデジタルセンサ）
ORP
温度

測定範囲

入力抵抗 標準センサでは > 1012 W （通常の動作条件下で）

ケーブル仕様

バイナ リ入力

電流入力 4 ～ 20 mA、 電気的に絶縁

負荷 ： 260W/20 mA 時 （電圧降下 5.2 V）

11.2 出力 

出力信号 0/4 ～ 20 mA、 直流的絶縁、 ア ク テ ィ ブ

pH ： -2 ～ 16

ORP ： –1500 ～ +1500 mV / 0 ～ 100 %

温度 ：

Pt 100 -50  ～ +150 ℃ （-58 ～ +302 °F）

Pt 1000 （IS / PS バージ ョ ン） -50  ～ +150 ℃ （-58 ～ +302 °F）

NTC 30K （IS / PS バージ ョ ン） -20  ～ +100 ℃ （-4 ～ +212 °F）

ケーブル長 （アナロ グ） ： 最大 50 m （164 ft）

ケーブル長 （デジ タル） ： 最大 100 m （328 ft）

電圧 ： 10 ～ 50 V

消費電力 ： 最大 10 mA

HART

信号コーデ ィ ング 周波数偏移キーイ ング （FSK） + 0.5 mA 電流出力信号経由

データ転送速度 1200 Baud

電気的絶縁 あ り

PROFIBUS PA

信号コーデ ィ ング MBP

データ転送速度 31.25 kBit/s、 電圧モード

電気的絶縁 あ り （IO モジュール）

PROFIBUS DP

信号コーデ ィ ング RS485

データ転送速度 9.6 kBd、 19.2 kBd、 93.75 kBd、 187.5 kBd、 500 kBd、 1.5 MBd

電気的絶縁 あ り （IO モジ ュール）
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アラーム時の信号 2.4 または 22 mA

負荷 最大 500 W 

出力レンジ

分解能 最大 700 デ ィ ジ ッ ト /mA

0/4 ～ 20 mA 
必要最小偏差

測定範囲の 10%

絶縁電圧 最大 DC 350 VRMS/500 V

過電圧保護 EN 61000-4-5 に準拠

補助電圧出力

接点出力

警報接点

制御

アラーム

pH ： 調整可能、 最低  1 pH

ORP ：

絶対 ： 調整可能、 最低  50 mV

相対 ： 固定、 0 ～ 100 ％

温度 ： 調整可能、 上限値の  10 ～  100 %

出力電圧 ： 15 V ± 0.6

出力電流 ： 最大 10 mA

抵抗負荷のあ る ス イ ッチング電流 （cos  = 1） ： 最大 2 A

誘導負荷のあ る ス イ ッチング電流 （cos  = 0.4） ：
最大 2 A

ス イ ッチング電圧 ： 最大 AC 250 V、 DC 30 V

抵抗負荷のあ る ス イ ッチング電力 （cos  = 1） ： 最大 AC 500 VA、 DC 60 W

誘導負荷のあ る ス イ ッチング電力 （cos  = 0.4） ：
最大 AC 500 VA、 DC 60 W

オン / オフ遅延 ： 0 ～ 2000 秒

機能 （可変） ： パルス幅またはパルス周波数の制御

制御応答 ： PID

コ ン ト ロールゲイ ン Kp ： 0.01 ～ 20.00

積分動作時間 Tn ： 0.0 ～ 999.9 分

微分動作時間 Tv ： 0.0 ～ 999.9 分

パルス幅制御時間 ： 0.5 ～ 999.9 秒

パルス周波数制御時間 ： 60 ～ 180 分 -1

基本負荷 ： 設定最大値の 0 ～ 40%

機能 （切替可） ： ラ ッチ / ワ ンシ ョ ッ ト 接点

ア ラーム し きい値可変範囲 ： pH / 温度 ： 測定範囲全体

ア ラーム遅延 ： 0 ～ 2000 秒 
0 ～ 2000 分
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プロ ト コル特定データ HART

製造業者 ID 11h

機器タ イプコード 0091h

変換器固有の改訂 0001h

HART 仕様 5.0

DD フ ァ イル www.products.endress.com/hart

HART 抵抗 250 

機器変数 な し （ダ イナ ミ ッ ク 変数 PV、 SV のみ）

対応し ている機能 -

PROFIBUS PA

製造業者 ID 11h

ID 番号 1516h

機器バージ ョ ン 11h

プロ フ ァ イルバージ ョ ン 2.0

GSD フ ァ イル www.products.endress.com/profibus

GSD フ ァ イルバージ ョ ン

出力値 測定値、 温度値 

入力値 PLC 表示値

対応し ている機能 機器のロ ッ ク ： ハード ウ ェ アまたはソ フ ト ウ ェ アで機器の

ロ ッ ク が可能

PROFIBUS DP

製造業者 ID 11h

ID 番号 1520h

プロ フ ァ イルバージ ョ ン 2.0

GSD フ ァ イル www.products.endress.com/profibus

GSD フ ァ イルバージ ョ ン

出力値 測定値、 温度値 

入力値 PLC 表示値

対応し ている機能 機器のロ ッ ク ： ハード ウ ェ アまたはソ フ ト ウ ェ アで機器の

ロ ッ ク が可能
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11.3 電源

供給電圧 注文し たバージ ョ ンによ って異な り ます。
AC 100/115/230 V +10/-15 %、 48 ～ 62 Hz
AC/DC 24 V +20/-15 %

フ ィ ールドバス接続

消費電力 最大 7.5 A

主電源保護 細線 ヒ ューズ、 中レベルス ローブロータ イプ 250 V/3.15 A

HART

供給電圧 非適用、 有効電流出力

内蔵逆電圧保護 非適用、 有効電流出力

PROFIBUS PA

供給電圧 9 V ～ 32 V、 最大 35 V

極性感応性 な し

IEC 60079-27 に準拠し た FISCO/FNICO 適合 な し

PROFIBUS DP

供給電圧 9 V ～ 32 V、 最大 35 V

極性感応性 該当な し

IEC 60079-27 に準拠し た FISCO/FNICO 適合 な し
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11.4 性能特性

基準温度 25 ℃ （77 °F）

分解能

最大測定誤差 1)

再現性 1)

ゼロ点

スロープ

オフセ ッ ト

pH ： 0.01 pH

ORP ： 1 mV/0.1 %

温度 ： 0.1 ℃

1) 通常の動作条件では IEC746-1 に準拠

表示

pH ： 測定範囲の最大 0.5 %

ORP ： 測定範囲の最大 0.5 %

温度 ： 測定範囲の最大 1.0 %

信号出力

pH ： 測定範囲の最大 0.75 %

ORP ： 測定範囲の最大 0.75 %

温度 ： 測定範囲の最大 1.25 %

pH ： 測定範囲の最大 0.2 %

ORP ： 測定範囲の最大 0.2 %

ガ ラ ス ： pH 5.0 ～ 9.0 （公称 pH 7.00）

アンチモン ： pH –1.0 ～ 3.0 （公称 pH 1.00）

ISFET ： -500 ～ +500 mV

ガ ラ ス ： 38.00 ～ 65.00 mV/pH （公称 59.16 mV/pH）

アンチモン ： 25.00 ～ 65.00 mV/pH （公称 59.16 mV/pH）

ISFET ： 38.00 ～ 65.00 mV/pH （公称 59.16 mV/pH）

pH ： ±2 pH

ORP ： ±120 mV/±50 %

温度 ： ±5 ℃
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11.5 環境

周囲温度 -10 ～ +55 ℃ （+14 ～ +131 °F）

保管温度 –25 ～ +65 ℃ （-13 ～ +149 °F）

電磁適合性 干渉波の放出および適合性 ： EN 61326-1:2006、 EN 61326-2-3:2006

保護等級

電気安全性 EN/IEC 61010-1:2001 に準拠、 取付設置カテゴ リ  II、 海抜 2000m までで使用

CSA CSA 一般仕様認定の機器は屋内での使用について承認されています。

相対湿度 10 ～ 95 ％、 結露な し

汚染度 汚染度 2 に適合

11.6 構造

寸法

質量

材質

端子ブロ ッ ク

パネルマウ ン ト 型 IP 54 （フ ロ ン ト ）、 IP 30 （ハウジング）

屋外設置型 IP 65/ 気密性 ： NEMA 4X

パネルマウ ン ト 型 96 x 96 x 145 mm （3.78 x 3.78 x 5.71 イ ンチ）
取付バッ ク スペース ： 約 165 mm （6.50"）

屋外設置型 247 x 170 x 115 mm （9.72 x 6.69 x 4.53 イ ンチ）

パネルマウ ン ト 型 最大 0.7 kg （1.5 lb）

屋外設置型 最大 2.3 kg （5.1 lb）

パネルマウ ン ト 型機器ハウジング ： ポ リ カーボネー ト

屋外設置型ハウ ジング ： ABS PC FR

フ ロ ン ト 部隔膜 ： ポ リ エステル、 UV 耐性

断面積 2.5 mm2 （14 AWG）
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ラ
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ス
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w
＝
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H
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、
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！
＝
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H
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H
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ー
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延
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力
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分
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＋
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；
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％
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R
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